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91 おおわれた真実―元雑劇「救孝子」「殺狗勧夫」試論―
お
お
わ
れ
た
真
実
―
―
元
雑
劇
「
救
孝
子
」「
殺
狗
勧
夫
」
試
論
―
―
廣
瀬
玲
子
専
修
大
学
文
学
部
教
授
は
じ
め
に
元
雑
劇
の
公
案
劇
（
裁
判
も
の
）
に
は
、
王
然
が
裁
き
を
つ
け
る
作
品
が
二
つ
あ
る
（
１
）
。
元
曲
選
本
の
タ
イ
ト
ル
に
よ
れ
ば
、「
救
孝
子
賢
母
不
認
屍
」（「
不
認
屍
」
と
略
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
以
下
「
救
孝
子
」
と
略
す
）
と
「
楊
氏
女
殺
狗
勧
夫
」（
以
下
「
殺
狗
勧
夫
」
と
略
す
）
で
あ
る
。
王
然
は
金
代
に
実
在
し
た
人
物
（
王
。
字
は
然
）
で
、『
金
史
』
の
伝
（
巻
一
百
五
）
は
、「
、
性
剛
厳
に
し
て
、
事
に
臨
ん
で
果
決
す
。
吏
民
そ
の
威
を
憚
り
、
豪
右
と
雖
も
敢
え
て
犯
さ
ず
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
金
人
で
あ
る
劉

の
『
帰
潜
志
』（
巻
八
）
に
も
、
法
を
犯
し
た
の
が
権
力
者
で
あ
っ
て
も
厳
正
に
処
分
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
載
せ
る
。
吉
川
幸
次
郎
は
、
王
然
お
よ
び
雑
劇
二
作
品
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
推
測
す
る
。
「
帰
潜
志
」
に
「
宋
の
包
拯
に
も
遠
く
過
ぎ
た
り
」
と
時
の
人
が
評
し
た
と
見
え
る
こ
と
は
、
包
待
制
同
様
「
説
公
案
」
の
中
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
こ
の
人
物
の
登
場
す
る
「
殺
狗
勧
夫
」「
救
孝
子
」
も
、
或
い
は
講
釈
に
出
る
の
か
も
知
れ
92
な
い
（
２
）
。
包
拯
と
同
じ
よ
う
に
剛
直
な
官
吏
と
し
て
の
声
望
ゆ
え
に
伝
説
が
生
ま
れ
、
裁
判
劇
に
も
名
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、「
救
孝
子
」
や
「
殺
狗
勧
夫
」
に
お
い
て
王
然
は
、
特
に
優
れ
た
能
力
を
発
揮
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
で
は
、
王
然
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
。
い
ず
れ
も
裁
き
を
下
す
の
が
王
然
で
あ
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
作
品
の
一
つ
の
読
解
を
示
す
と
と
も
に
、
前
稿
に
続
い
て
同
じ
人
物
が
裁
き
を
下
す
二
作
品
に
潜
ん
で
い
る
構
造
の
類
似
性
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
裁
判
劇
の
普
遍
的
な
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
一
「
救
孝
子
」
の
あ
ら
す
じ
そ
れ
で
は
、
ま
ず
「
救
孝
子
」
の
各
折
の
あ
ら
す
じ
を
示
し
な
が
ら
解
説
を
加
え
よ
う
（
３
）
。
本
劇
の
歌
唱
者
は
全
篇
を
通
じ
て
正
旦
の
李
氏
で
あ
る
。
１
第
一
折
（
場
所
は
楊
家
）
あ
ら
す
じ：
大
興
府
尹
の
王
然
が
義
兵
の
徴
集
に
出
か
け
る
。
楊
家
の
未
亡
人
李
氏
が
息
子
の
楊
興
祖
（
二
十
五
歳
）
と
楊
謝
祖
（
二
十
歳
）、
興
祖
の
妻
の
王
春
香
と
と
も
に
登
場
。
興
祖
は
武
芸
に
長
け
、
謝
祖
は
学
問
を
修
め
て
い
る
。
李
氏
は
二
十
年
余
り
前
に
夫
を
亡
く
し
、
息
子
た
ち
が
幼
か
っ
た
の
で
軍
戸
と
し
て
の
兵
役
を
免
れ
て
い
た
が
、
今
回
は
一
名
の
徴
兵
に
応
じ
る
こ
と
に
す
る
。
李
氏
が
興
祖
を
兵
士
に
差
し
出
そ
う
と
す
る
の
で
王
然
は
興
祖
が
妾
の
子
な
の
で
は
な
い
か
と
疑
う
が
、
実
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際
は
謝
祖
の
ほ
う
が
す
で
に
亡
く
な
っ
た
妾
の
子
で
あ
っ
た
た
め
、
李
氏
に
敬
意
を
い
だ
く
。
興
祖
は
春
香
の
弟
が
刀
を
ほ
し
が
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
春
香
に
託
し
、
家
族
に
見
送
ら
れ
て
旅
立
つ
。
本
劇
で
は
こ
の
最
初
の
折
で
い
く
つ
か
の
伏
線
が
張
ら
れ
て
い
る
。
劇
の
最
後
に
判
決
を
下
す
王
然
が
冒
頭
に
登
場
す
る
こ
と
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
王
然
に
対
し
て
（
と
同
時
に
観
客
／
読
者
に
対
し
て
）
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
る
の
は
楊
家
の
人
々
の
「
賢
」
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
息
子
た
ち
の
代
わ
り
に
兵
役
に
つ
い
て
く
れ
た
傭
兵
に
対
し
、
李
氏
は
拝
礼
し
て
鄭
重
に
感
謝
の
意
を
表
す
。
礼
に
か
な
っ
た
ふ
る
ま
い
で
あ
る
。
次
に
楊
謝
祖
。
母
親
は
武
芸
に
す
ぐ
れ
る
興
祖
が
兵
士
に
適
任
で
あ
る
と
い
う
が
、
弟
の
謝
祖
も
自
ら
が
出
征
す
る
夢
を
見
て
作
っ
た
と
い
う
詩
を
披
露
、
文
才
と
と
も
に
気
概
を
示
す
。
武
芸
は
得
意
で
は
な
い
も
の
の
、
謝
祖
も
単
な
る
文
弱
の
徒
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
詩
に
感
銘
を
受
け
た
王
然
が
謝
祖
を
連
れ
て
い
こ
う
と
す
る
と
、
李
氏
は
そ
れ
に
反
し
て
再
び
強
く
兄
を
薦
め
る
の
で
、
王
然
は
兄
が
継
子
な
の
で
は
な
い
か
と
邪
推
す
る
。
し
か
し
実
際
は
逆
で
あ
っ
た
。
（
王
然
云
）
噤
声
。

婆
子
、
原
説
道
両
個
小
廝
随
老
夫
揀
一
個
去
。
那
小
的
個
楊
謝
祖
、
他
夢
見
老
夫
僉
軍
、
做
下
四
句
気
概
詩
。
我
説
道
、
是
軍
伍
中
得

等
識
字
的
人
、
可
多
得
用
処
。
左
来
右
去
、
則
着
大
的
個
孩
児
去
、
説
他
有
膂
力
可
去
得
、
小
的
個
孩
児
軟
弱
去
不
得
。
我
想

大
的
個
小
廝
、
必
然
是
乞
養
過
房
螟
蛉
之
子
、
不
着
疼
熱
。
那
小
的
個
孩
児
是
親
生
嫡
養
、
便
好
道
親
生
子
着
己
的
財
、
以
此
上
不
着
他
去
。（
…
）
兀
那
婆
子
、
説
的
是
、
万
事
都
休
、
説
的
不
是
、
張
千
、
准
備
着
大
棒
子
者
。（
正
旦
云
）
大
人
、
都
是
老
身
的
孩
児
、
着
老
身
説
甚
那
。（
王
然
云
）
兀
那
婆
子
説
、
若
不
説
呵
、
将
大
棒
子
来
打
呀
。（
正
旦
云
）
大
哥
二
哥
児
也
、
我
説
也
。
説
則
説
、
休
怨
者
。（
…
）（
正
旦
云
）
告
大
人
暫
息
雷
霆
之
怒
、
略
罷
虎
狼
之
威
、
聴
老
身
説
一
遍
。
亡
夫
在
日
、
有
一
妻
一
妾
、
妻
是
老
身
、
妾
是
康
氏
、
生
下
一
子
、
未
曾
満
月
、
因
病
而
94
亡
。

小
的
孩
児
楊
謝
祖
、
便
是
康
氏
之
子
。
未
及
二
年
、
和
夫
主
也
亡
化
過
了
。
亡
夫
曾
有
遺
言
、
着
老
身
善
康
氏
之
子
。
経
今
一
十
八
年
、
不
曾
有
忘
。
此
子
与
老
身
之
子
一
般
看
承
、
則
是
不
別
夫
主
之
言
。
為
甚
則
教
大
的
個
孩
児
当
軍
去
。
那
大
小
廝
是
老
身
親
生
的
、
陣
面
上
有
些
好
歹
呵
、

小
的
個
孩
児
也
発
送
的
老
身
入
土
。（
…
）
或
小
的
個
孩
児
当
軍
去
呵
、
有
些
好
歹
、
便
是
老
身
送
了
康
氏
之
子
。
老
身
死
後
、
有
何
面
目
見
亡
夫
於
九
泉
之
下
。
只
此
老
身
本
心
、
伏
取
大
人
尊
鑒
。（
王
然
驚
科
、
云
）
婆
子
請
起
、

等
是
老
夫
差
了
也
。
便
好
道
方
寸
地
上
生
香
草
、
三
家
店
内
有
賢
人
。
依
着
、
則
着
大
的
個
孩
児
当
軍
去
、
可
准
備
軍
装
。
（
王
然
い
う
）
言
葉
を
慎
め
。
お
い
婆
さ
ん
、
さ
っ
き
は
二
人
の
息
子
の
う
ち
わ
し
が
好
き
に
選
ん
で
よ
い
と
言
っ
て
お
っ
た
で
は
な
い
か
。
あ
の
若
い
ほ
う
の
楊
謝
祖
は
わ
し
が
徴
兵
に
来
る
の
を
夢
に
見
て
四
句
の
気
概
を
表
す
詩
を
作
っ
た
の
で
、
わ
し
は
軍
隊
の
中
に
そ
う
い
う
文
字
を
解
す
る
者
が
い
る
と
大
い
に
役
に
立
つ
と
思
っ
た
の
じ
ゃ
。
と
こ
ろ
が
お
ま
え
は
あ
れ
こ
れ
理
屈
を
つ
け
て
大
き
い
息
子
を
行
か
せ
よ
う
と
し
、
や
つ
は
体
力
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
だ
が
下
の
子
は
軟
弱
で
だ
め
だ
と
言
う
。
わ
し
が
思
う
に
、
上
の
子
は
養
子
な
の
で
か
わ
い
く
な
い
が
、
下
の
子
は
お
ま
え
が
腹
を
痛
め
た
跡
取
り
息
子
、
い
わ
ゆ
る
「
実
の
子
は
お
気
に
入
り
の
宝
も
の
」
と
い
う
わ
け
で
行
か
せ
な
い
の
だ
ろ
う
。（
…
）
お
い
婆
さ
ん
、
本
当
の
こ
と
を
話
せ
ば
そ
れ
で
よ
い
が
、
う
そ
を
つ
い
た
ら
…
張
千
、
太
い
棒
を
用
意
し
ろ
。（
李
氏
い
う
）
お
役
人
様
、
ど
ち
ら
も
わ
た
く
し
の
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
を
話
せ
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。（
王
然
い
う
）
こ
れ
婆
さ
ん
、
話
す
が
い
い
、
も
し
話
さ
な
け
れ
ば
太
い
棒
で
打
つ
ぞ
。（
李
氏
い
う
）
息
子
た
ち
や
、
話
す
こ
と
に
す
る
よ
。
話
す
こ
と
は
話
す
が
、
ど
う
か
怨
み
に
思
わ
な
い
で
お
く
れ
。
（
…
）（
李
氏
い
う
）
お
役
人
様
、
ど
う
か
雷
霆
の
よ
う
な
怒
り
を
し
ば
し
お
静
め
に
な
り
、
虎
狼
の
よ
う
な
威
勢
を
少
し
お
収
め
く
だ
さ
っ
て
、
わ
た
く
し
の
話
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
亡
き
夫
が
生
き
て
お
り
ま
し
た
と
き
に
は
一
妻
一
妾
、
妻
が
わ
た
く
し
で
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妾
は
康
氏
と
申
し
ま
し
た
が
、
息
子
を
一
人
生
ん
で
一
月
も
せ
ぬ
う
ち
に
病
気
で
身
ま
か
り
ま
し
た
。
こ
の
下
の
息
子
楊
謝
祖
こ
そ
は
そ
の
康
氏
の
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
二
年
も
経
た
ず
に
夫
も
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。
亡
き
夫
に
は
遺
言
が
あ
り
、
わ
た
く
し
が
き
ち
ん
と
康
氏
の
子
の
面
倒
を
見
る
よ
う
に
と
の
こ
と
。
以
来
十
八
年
忘
れ
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
の
子
を
わ
た
く
し
の
子
と
同
じ
よ
う
に
扱
い
、
夫
の
言
葉
に
背
か
な
い
よ
う
に
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ど
う
し
て
上
の
息
子
を
兵
役
に
出
す
か
と
い
え
ば
、
大
き
い
息
子
は
わ
た
く
し
自
身
が
生
ん
だ
子
、
陣
中
で
も
し
も
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
下
の
子
が
私
の
葬
式
を
出
し
て
く
れ
ま
し
ょ
う
。（
…
）
下
の
子
が
兵
役
に
就
い
た
と
し
た
ら
、
も
し
も
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
、
わ
た
く
し
が
康
氏
の
子
を
死
な
せ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
わ
た
く
し
が
死
ん
だ
あ
と
、
あ
の
世
で
亡
き
夫
に
会
わ
せ
る
顔
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
こ
そ
が
わ
た
く
し
の
本
心
で
す
。
お
役
人
様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
汲
み
と
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
。（
王
然
驚
く
し
ぐ
さ
で
い
う
）
婆
さ
ん
、
お
立
ち
く
だ
さ
れ
。
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
わ
し
が
間
違
っ
て
お
っ
た
。「
方
寸
の
地
に
も
香
草
は
生
え
る
、
辺
鄙
な
村
に
も
賢
人
は
い
る
」
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
。
お
ま
え
の
言
う
と
お
り
上
の
息
子
を
兵
役
に
就
か
せ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
軍
装
の
準
備
じ
ゃ
。
以
上
の
よ
う
に
、
王
然
は
自
分
の
非
を
認
め
て
李
氏
を
「
賢
人
」
と
し
て
称
え
、
李
氏
が
推
し
て
い
た
兄
の
興
祖
を
連
れ
て
行
く
こ
と
に
決
め
る
。
こ
う
し
て
旅
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
興
祖
は
妻
に
自
分
の
刀
を
預
け
よ
う
と
す
る
。
（
楊
興
祖
做
与
旦
児
刀
子
科
、
云
）
大
嫂
、
近
前
来
。
我

把
刀
子
、
兄
弟
数
番
家
問
我
要
、
我
不
曾
与
他
。
今
日
我
当
軍
去
也
、
若
回
家
去
時
、
就
帯

把
刀
子
与
兄
弟
去
。（
旦
云
）
楊
大
、
我
問
。
与
我

把
刀
子
、
知
道
。（
楊
興
祖
云
）
不
知
道
。（
旦
云
）
小
叔
叔
知
道
。（
興
祖
云
）
也
不
知
道
。（
旦
云
）
楊
大
、
好
粗
魯
也
。
与
我

把
刀
子
、
96
不
知
、
叔
叔
也
不
知
、
久
已
後
俺
兄
弟
帯
出

把
刀
子
来
、
則
道
春
香
抵
盗
了
楊
家
的
家
私
哩
。
（
楊
興
祖
、
妻
の
春
香
に
刀
を
渡
す
し
ぐ
さ
を
し
て
い
う
）
お
ま
え
、
こ
っ
ち
へ
お
い
で
。
わ
た
し
の
こ
の
刀
は
、
お
ま
え
の
弟
が
何
度
か
ほ
し
い
と
い
っ
て
い
た
が
今
ま
で
や
ら
な
か
っ
た
も
の
だ
。
今
日
、
軍
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
、
も
し
お
ま
え
が
実
家
に
帰
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
こ
の
刀
を
持
っ
て
行
っ
て
弟
に
や
る
が
い
い
。（
春
香
い
う
）
あ
な
た
、
お
尋
ね
し
ま
す
が
、
こ
の
刀
を
わ
た
し
に
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
母
様
は
ご
存
じ
で
す
か
。（
楊
興
祖
い
う
）
い
や
、
知
ら
な
い
が
。（
春
香
い
う
）
弟
の
謝
祖
さ
ん
は
ご
存
じ
で
す
か
。（
興
祖
い
う
）
あ
い
つ
も
知
ら
な
い
な
。（
春
香
い
う
）
あ
な
た
、
そ
れ
は
ず
い
ぶ
ん
粗
忽
で
す
よ
。
わ
た
し
に
こ
の
刀
を
く
だ
さ
っ
て
も
、
お
母
様
が
ご
存
じ
な
く
、
謝
祖
さ
ん
も
ご
存
じ
な
い
な
ら
、
こ
れ
か
ら
先
わ
た
し
の
弟
が
こ
の
刀
を
身
に
つ
け
て
出
か
け
た
場
合
、
こ
の
春
香
が
楊
家
の
家
財
を
く
す
ね
て
渡
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
二
人
が
何
や
ら
口
論
し
て
い
る
の
を
見
と
が
め
た
王
然
は
そ
の
わ
け
を
問
い
た
だ
す
が
、
説
明
を
聞
く
と
感
心
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
（
王
然
云
）
、

小
的
又
賢
慧
。
春
香
、
将

把
刀
子
来
我
看
。
好
是
把
鉄
刀
子
。
孩
児
、
将
的
家
去
与
兄
弟
帯
。
久
已
後
便
有
些
争
競
、
到
於
官
府
中
、
道
僉
軍
的
王
然
大
人
見
来
。

把
刀
子
、
久
已
後
我
与
做
個
大
証
見
哩
。
（
王
然
い
う
）
お
お
、
こ
の
若
い
嫁
も
賢
い
こ
と
だ
。
春
香
、
そ
の
刀
を
わ
し
に
見
せ
て
ご
ら
ん
。
確
か
に
鋼
鉄
の
刀
だ
。
お
ま
え
、
実
家
に
持
っ
て
行
っ
て
弟
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
が
よ
い
。
も
し
も
あ
と
で
争
い
ご
と
が
起
き
た
ら
役
所
に
来
て
徴
兵
役
の
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王
然
さ
ま
が
事
情
を
ご
存
じ
で
す
と
言
い
な
さ
い
。
こ
の
刀
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
先
わ
し
が
お
ま
え
の
証
人
に
な
っ
て
や
る
か
ら
な
。
こ
こ
で
王
春
香
は
「
賢
慧
」
な
若
妻
と
し
て
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
あ
と
李
氏
が
王
然
に
酒
を
ふ
る
ま
お
う
と
す
る
と
、
王
然
は
、
老
夫
随
処
僉
軍
、
水
也
不
吃
人
的
。
是
個
賢
孝
的
人
家
、
我
便
吃
幾
杯
怕
做
甚
。
わ
し
が
あ
ち
こ
ち
で
徴
兵
を
行
う
と
き
に
は
、
水
さ
え
も
他
人
の
も
の
は
口
に
せ
ぬ
の
だ
が
、
お
ま
え
の
と
こ
ろ
は
賢
孝
の
家
で
あ
る
か
ら
何
杯
か
口
に
し
て
も
構
う
ま
い
。
と
、
申
し
出
を
受
け
入
れ
、
興
祖
も
門
出
の
酒
を
飲
ん
で
出
発
す
る
。
王
然
は
、
楊
興
祖
、
休
煩
悩
、
我
与
一
封
書
、
見
兀
里
不
罕
元
帥
、
説
一
家
児
賢
孝
的
人
家
、
必
然
抬
挙
也
。
楊
興
祖
よ
、
心
配
す
る
必
要
は
な
い
。
わ
し
が
一
通
手
紙
を
書
い
て
や
る
か
ら
、
兀
里
不
罕
元
帥
に
会
う
が
い
い
。
お
ま
え
の
家
が
賢
孝
の
家
だ
と
言
え
ば
、
き
っ
と
お
ま
え
を
取
り
た
て
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
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と
、
再
び
「
賢
孝
」
の
家
と
し
て
楊
家
を
高
く
評
価
す
る
。
こ
の
第
一
折
の
や
り
と
り
は
伏
線
と
な
っ
て
こ
の
あ
と
の
展
開
に
お
い
て
効
果
的
に
は
た
ら
き
、
本
劇
の
構
成
を
緊
密
で
周
到
な
も
の
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
先
に
進
む
こ
と
に
し
よ
う
。
２
楔
子
（
場
所
は
楊
家
↓
林
の
は
ず
れ
）
あ
ら
す
じ：
楊
興
祖
が
出
征
し
て
半
年
後
、
王
春
香
の
母
の
王
婆
婆
は
、
衣
服
の
洗
い
張
り
の
た
め
娘
を
里
帰
り
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
楊
家
に
願
い
出
て
い
た
が
、
一
箇
月
経
っ
て
も
帰
っ
て
こ
な
い
の
で
直
々
に
迎
え
に
行
く
（
４
）
。
楊
家
の
李
氏
は
春
香
を
里
帰
り
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
、
謝
祖
に
兄
嫁
を
林
の
は
ず
れ
ま
で
送
る
よ
う
命
じ
る
。
言
い
つ
け
ど
お
り
の
場
所
で
謝
祖
と
別
れ
、
一
人
で
歩
い
て
い
た
春
香
の
前
に
賽
盧
医
（
５
）
が
現
れ
、
妻
が
産
気
づ
い
た
の
で
赤
子
を
取
り
上
げ
る
よ
う
春
香
に
強
要
す
る
（
妻
と
は
し
た
め
い
う
の
は
実
は
推
官
（
６
）
の
家
か
ら
さ
ら
っ
て
き
た
梅
香
）。
春
香
が
見
に
行
く
と
梅
香
は
す
で
に
死
ん
で
い
る
。
賽
盧
医
は
死
体
に
春
香
の
衣
服
を
着
せ
、
春
香
が
持
っ
て
い
た
刀
で
梅
香
の
顔
を
傷
つ
け
て
か
ら
そ
の
刀
を
死
体
の
懐
に
入
れ
、
一
緒
に
来
な
い
と
殺
す
と
お
ど
し
て
春
香
を
連
れ
て
逃
げ
る
。
李
氏
は
嫁
の
王
春
香
を
実
母
の
要
請
に
応
じ
て
里
帰
り
さ
せ
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
農
繁
期
で
送
っ
て
い
く
人
が
い
な
い
。
春
香
自
身
は
謝
祖
が
送
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
の
で
李
氏
が
頼
む
と
、
謝
祖
は
躊
躇
し
て
言
う
。
（
楊
謝
祖
云
）
別
着
個
人
送
去
也
好
。
母
親
尋
思
波
、
嫂
嫂
年
幼
、
哥
哥
又
不
在
家
、
謝
祖
又
年
紀
小
、
若
有
那
知
礼
的
、
見
親
嫂
嫂
親
叔
叔
、
怕
做
甚
。
有
那
不
知
礼
的
、
見
一
個
年
紀
小
的
後
生
、
跟
着
個
年
紀
小
的
婦
人
、
恐
怕
惹
人
笑
話
。（
正
旦
云
）
児
也
、
便
好
道
順
父
母
之
言
、
呼
為
大
孝
。
依
着
我
的
言
語
走
一
遭
去
。（
楊
謝
祖
云
）
母
親
的
言
語
、
不
敢
有
違
、
孩
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児
便
送
嫂
嫂
家
去
。（
正
旦
云
）
送
到
林
浪
嘴
児
辺
、
可
便
回
来
、
叫
嫂
嫂
自
去
。（
楊
謝
祖
云
）
理
会
的
。
（
楊
謝
祖
い
う
）
ほ
か
の
人
に
送
っ
て
も
ら
う
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。
母
上
、
考
え
て
も
み
て
く
だ
さ
い
。
お
姉
さ
ん
は
年
若
く
、
兄
上
は
家
を
離
れ
て
お
り
、
わ
た
く
し
も
若
い
。
も
し
も
礼
を
わ
き
ま
え
て
い
る
人
が
、
兄
嫁
と
義
理
の
弟
を
見
か
け
る
な
ら
何
も
心
配
は
あ
る
ま
い
が
、
礼
を
わ
き
ま
え
ぬ
者
が
、
若
い
男
が
一
人
、
若
い
婦
人
の
あ
と
に
つ
い
て
歩
い
て
い
る
の
を
見
た
ら
、
物
笑
い
の
種
に
す
る
や
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
李
氏
い
う
）
息
子
や
、「
父
母
の
言
に
順
う
こ
と
を
大
孝
と
呼
ぶ
」
と
言
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
わ
た
し
の
い
う
こ
と
を
聞
い
て
行
っ
て
き
て
お
く
れ
。（
楊
謝
祖
い
う
）
母
上
の
言
葉
に
背
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
は
わ
た
く
し
が
姉
さ
ん
を
送
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。（
李
氏
い
う
）
お
ま
え
は
林
の
は
ず
れ
あ
た
り
ま
で
行
っ
た
ら
そ
こ
で
引
き
返
し
、
そ
の
先
は
姉
さ
ん
に
一
人
で
行
っ
て
も
ら
う
の
だ
よ
。（
楊
謝
祖
い
う
）
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
母
親
の
願
い
に
従
う
と
い
う
意
味
で
の
「
孝
」
が
強
調
さ
れ
る
と
同
時
に
、
若
い
男
女
が
同
行
し
て
い
る
の
を
人
に
見
ら
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
が
表
明
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
ひ
と
つ
の
「
賢
」
の
表
れ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
母
も
、
人
気
の
な
く
な
る
林
の
中
に
は
入
ら
ず
に
帰
っ
て
く
る
よ
う
に
注
意
を
与
え
て
い
る
。
謝
祖
は
い
い
つ
け
を
守
っ
て
林
の
は
ず
れ
で
兄
嫁
と
別
れ
て
帰
る
が
、
そ
の
あ
と
林
の
中
に
踏
み
入
っ
た
春
香
に
ふ
り
か
か
る
の
は
思
い
も
寄
ら
な
い
出
来
事
で
あ
っ
た
。
林
の
中
に
い
た
の
は
男
女
の
二
人
連
れ
、
賽
盧
医
と
梅
香
で
あ
る
。
登
場
し
て
の
賽
盧
医
の
せ
り
ふ
に
よ
る
と
、
医
者
と
し
て
推
官
の
家
に
行
っ
た
と
き
に
見
か
け
た
梅
香
を
さ
ら
っ
て
き
た
。
梅
香
は
唖
者
で
あ
り
、
口
が
き
け
な
い
の
で
連
れ
回
し
て
も
人
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
を
見
越
し
て
さ
ら
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
登
場
詩
で
み
ず
か
ら
「
我
是
賽
盧
医
、
行
止
十
分
低
（
俺
は
賽
盧
医
、
品
行
は
極
め
て
下
劣
）」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
賽
盧
医
は
明
確
な
悪
人
か
つ
悪
役
で
あ
る
。
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梅
香
は
今
し
も
産
気
づ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
そ
こ
へ
や
っ
て
き
た
の
が
春
香
で
あ
っ
た
。
賽
盧
医
は
急
い
で
春
香
を
呼
び
と
め
て
頼
み
ご
と
を
す
る
。
（
賽
盧
医
云
）
大
嫂
、
我
有
一
個
老
婆
、
他
要
養
娃
娃
。
是
一
般
婦
人
家
、
煩
替
我
看
一
看
。（
旦
児
云
）
我
那
裏
会
做
収
生
的
老
娘
。（
賽
盧
医
怒
科
、
云
）
不
肯
。

裏
無
人
、
我
便
打
殺
了
。（
旦
児
云
）
哥
哥
休
鬧
、
我
去
看
他
便
了
。（
看
科
）（
旦
慌
科
、
云
）
哥
哥
、
他
不
死
了
也
。（
賽
盧
医
云
）
好
好
好
。
身
辺
現
帯
着
刀
子
哩
。
我
活
活
的
個
人
、
他
要
養
娃
娃
、
就
一
刀
殺
了
他
。
便
待
干
罷
。
跟
的
我
去
、
万
事
皆
休
、
不
跟
的
我
去
、
我
就
奪

刀
子
殺
了
。（
旦
云
）
哥
哥
是
甚
話
。
饒
我
性
命
。（
賽
盧
医
奪
刀
科
）（
旦
背
云
）
他
如
今
行
凶
了
、
我
婦
人
家
怎
対
付
的
他
。
我
且
跟
将
去
、
一
路
上
若
有
官
府
処
、
我
可
告
他
。
楊
興
祖
、
則
被
痛
殺
我
也
。
罷
罷
罷
、
我
跟
将
去
。（
賽
盧
医
云
）
待
我
剥
下
的
衣
服
、
将
来
与
梅
香
穿
上
、
就
着

把
刀
子
、
劃
破
他
面
皮
、
揣
在
懐
裏
。
休
言
語
、
跟
着
我
走
。
（
賽
盧
医
い
う
）
奥
さ
ん
、
俺
に
女
房
が
い
て
赤
子
を
生
む
と
こ
ろ
だ
。
お
ま
え
も
同
じ
女
だ
か
ら
俺
に
代
わ
っ
て
ち
ょ
っ
と
見
て
や
っ
て
く
れ
。（
春
香
い
う
）
わ
た
し
に
は
と
て
も
産
婆
な
ど
務
ま
り
ま
せ
ん
。（
賽
盧
医
怒
る
し
ぐ
さ
で
い
う
）
い
や
だ
と
い
う
な
ら
、
こ
こ
に
は
誰
も
い
な
い
か
ら
お
ま
え
を
殺
し
ち
ま
う
ぞ
。（
春
香
い
う
）
お
兄
さ
ん
、
落
ち
着
い
て
く
だ
さ
い
。
見
れ
ば
よ
い
の
で
す
ね
。（
見
る
し
ぐ
さ
）（
春
香
慌
て
て
い
う
）
お
兄
さ
ん
、
奥
さ
ん
は
亡
く
な
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。（
賽
盧
医
い
う
）
そ
う
か
そ
う
か
。
お
ま
え
は
刀
を
身
に
つ
け
て
い
る
な
。
元
気
だ
っ
た
俺
の
女
房
が
赤
子
を
生
も
う
と
し
て
い
た
の
に
、
お
ま
え
が
刀
で
殺
し
た
な
。
こ
の
ま
ま
で
済
む
わ
け
は
な
い
な
。
お
ま
え
が
俺
と
一
緒
に
来
る
な
ら
そ
れ
で
よ
い
が
、
俺
と
一
緒
に
来
な
い
な
ら
そ
の
刀
を
奪
っ
て
お
ま
え
を
殺
す
ぞ
。（
春
香
い
う
）
お
兄
さ
ん
、
何
を
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。
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命
ば
か
り
は
お
助
け
く
だ
さ
い
。（
賽
盧
医
、
刀
を
奪
う
し
ぐ
さ
）（
春
香
背
を
向
け
て
い
う
）
こ
の
男
が
今
か
か
っ
て
き
た
ら
女
の
わ
た
し
に
は
た
ち
う
ち
で
き
ま
せ
ん
。
ひ
と
ま
ず
一
緒
に
行
く
こ
と
に
し
て
、
途
中
の
ど
こ
か
に
役
所
が
あ
れ
ば
訴
え
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
興
祖
さ
ん
、
あ
な
た
を
思
う
と
せ
つ
な
い
け
れ
ど
、
え
い
、
仕
方
が
な
い
、
一
緒
に
行
き
ま
し
ょ
う
。（
賽
盧
医
い
う
）
そ
れ
な
ら
お
ま
え
の
服
を
脱
が
せ
て
下
女
に
着
せ
、
こ
の
刀
で
下
女
の
顔
に
傷
を
つ
け
て
か
ら
そ
の
懐
に
突
っ
込
ん
で
お
こ
う
。
文
句
を
言
わ
ず
に
俺
に
つ
い
て
来
い
。
こ
う
し
て
春
香
は
、
殺
さ
れ
る
こ
と
は
免
れ
た
が
、
賽
盧
医
に
連
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
。
傍
白
か
ら
再
び
春
香
の
思
慮
深
さ
が
窺
わ
れ
る
が
、
賽
盧
医
は
死
者
の
身
元
を
ご
ま
か
す
た
め
に
梅
香
の
死
体
に
春
香
の
服
を
着
せ
、
春
香
が
弟
に
与
え
る
た
め
に
持
っ
て
い
た
例
の
刀
も
こ
こ
に
残
さ
れ
て
し
ま
う
。
３
第
二
折
（
場
所
は
楊
家
↓
林
の
は
ず
れ
）
あ
ら
す
じ：
半
月
後
、
王
婆
婆
が
楊
家
に
や
っ
て
き
て
、
春
香
が
実
家
に
帰
っ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
王
婆
婆
は
送
っ
て
い
っ
た
と
い
う
楊
謝
祖
を
疑
い
つ
つ
、
李
氏
や
謝
祖
と
と
も
に
春
香
を
探
し
に
行
く
。
三
人
は
牛
飼
い
に
教
え
ら
れ
て
林
の
中
に
女
の
死
体
を
見
つ
け
る
。
春
香
の
母
が
通
り
が
か
っ
た
役
人
（
推
官
の
鞏
得
中
）
に
訴
え
出
る
と
、
下
役
の
令
史
が
事
情
を
聴
く
。
李
氏
は
死
体
の
衣
服
は
春
香
の
も
の
だ
が
死
体
は
春
香
で
は
な
い
と
主
張
し
て
、
火
葬
を
承
諾
し
な
い
。
楔
子
の
一
件
が
あ
っ
て
か
ら
半
月
後
、
李
氏
は
春
香
が
実
家
に
帰
っ
た
も
の
と
信
じ
て
い
る
の
で
、
半
月
ほ
ど
何
の
音
沙
汰
も
な
い
こ
と
を
不
審
に
思
っ
て
い
る
と
、
そ
こ
へ
王
婆
婆
が
や
っ
て
く
る
。
ち
ぐ
は
ぐ
し
た
会
話
の
の
ち
、
春
香
が
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
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こ
と
が
わ
か
る
。
謝
祖
が
送
っ
て
行
っ
た
と
知
る
と
、
王
婆
婆
は
謝
祖
が
兄
嫁
に
ち
ょ
っ
か
い
を
出
し
て
拒
ま
れ
た
末
に
殺
し
た
と
決
め
つ
け
、
死
体
が
見
つ
か
る
と
、
変
わ
り
果
て
た
姿
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
が
娘
で
あ
る
と
言
い
張
っ
て
謝
祖
を
犯
人
と
し
て
訴
え
よ
う
と
す
る
。
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
そ
こ
に
鞏
得
中
と
い
う
推
官
が
下
役
た
ち
と
通
り
か
か
る
。
推
官
が
「
一
来
下
郷
勧
農
、
二
来
不
見
了
個
梅
香
、
我
如
今
就
去
尋
一
尋
」（
一
つ
に
は
村
里
を
視
察
し
て
農
事
を
奨
励
し
、
二
つ
に
は
梅
香
が
い
な
く
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
探
し
に
行
こ
う
と
い
う
わ
け
だ
）
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
い
な
く
な
っ
た
梅
香
と
は
賽
盧
医
が
連
れ
て
い
た
梅
香
で
あ
る
。
王
婆
婆
が
「
好
冤
屈
也
（
や
り
き
れ
な
い
こ
の
思
い
（
の
訴
え
）
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
（
７
）
）」
と
呼
び
と
め
る
と
、
役
人
た
ち
も
死
体
を
確
認
し
て
聴
取
が
始
ま
る
。
春
香
の
実
の
母
親
が
娘
の
死
体
に
ち
が
い
な
い
と
主
張
す
る
の
に
対
し
て
、
李
氏
は
頑
と
し
て
認
め
な
い
。
（
令
史
云
）
兀
那
婆
子
、

屍
首
是
。（
正
旦
云
）

衣
服
是
、
屍
首
不
是
俺
婦
児
的
。（
令
史
云
）
怎

衣
服
是
、
屍
首
不
是
。
説
我
試
聴
。（
正
旦
唱
）
【
秀
才
】
被
鴉
鵲
啄
破
面
門
、
狼
狗
咬
断
脚
跟
、
到
底
是
自
己
孩
児
看
的
親
。（
…
）
【
叨
叨
令
】

関
天
的
人
命
事
要
個
官
司
問
、
又
不
曾
経
検
験
怎
着
我
屍
親
認
。
現
如
今
雨
淋
漓
正
値
着
暑
月
分
、
那
屍
骸
全
毀
爛
都
是
些
蛆
糞
。
我
其
実
認
不
的
也
波
哥
、
我
其
実
認
不
的
也
波
哥
、
怎
与
他
那
従
前
模
様
渾
別
尽
。
（
令
史
い
う
）
こ
ら
婆
さ
ん
、
こ
の
死
体
は
春
香
の
も
の
か
。（
李
氏
い
う
）
こ
の
衣
服
は
そ
う
で
す
が
、
死
体
は
嫁
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
令
史
云
）
ど
う
し
て
こ
の
衣
服
は
そ
う
で
、
死
体
は
ち
が
う
の
か
。
話
す
な
ら
聴
い
て
や
ろ
う
。
（
李
氏
う
た
）
カ
ラ
ス
や
カ
サ
サ
ギ
に
顔
を
つ
い
ば
ま
れ
、
オ
オ
カ
ミ
や
イ
ヌ
に
足
を
か
じ
ら
れ
て
い
よ
う
と
、
結
局
自
分
の
子
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な
ら
見
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。（
…
）
（
う
た
）
人
の
命
に
関
わ
る
こ
の
重
大
事
、
お
役
所
で
よ
く
お
調
べ
く
だ
さ
い
。
検
屍
も
せ
ず
に
ど
う
し
て
親
族
の
わ
た
し
を
納
得
さ
せ
ら
れ
ま
し
ょ
う
。
今
は
雨
が
降
り
つ
づ
き
ち
ょ
う
ど
暑
い
季
節
、
そ
の
死
骸
は
す
っ
か
り
腐
っ
て
蛆
虫
の
糞
ま
み
れ
。
わ
た
し
は
と
て
も
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
、
わ
た
し
は
と
て
も
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
、
ど
う
し
て
生
前
の
あ
の
姿
か
ら
こ
れ
ほ
ど
変
り
果
て
る
も
の
か
。
死
体
は
損
傷
が
激
し
い
が
、
春
香
の
生
前
の
姿
と
あ
ま
り
に
ち
が
う
の
で
李
氏
は
そ
れ
と
認
め
な
い
。
実
母
の
ほ
う
が
春
香
で
あ
る
と
言
い
張
る
の
は
奇
妙
と
も
い
え
る
が
、
娘
が
行
方
不
明
に
な
り
、
娘
の
衣
服
を
着
た
死
体
が
目
の
前
に
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
思
い
込
む
の
も
無
理
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
二
人
の
母
親
を
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
李
氏
の
賢
明
さ
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
形
勢
は
楊
家
の
親
子
に
不
利
に
な
っ
て
く
る
。
春
香
が
携
え
て
い
た
刀
が
見
つ
か
る
か
ら
で
あ
る
。
（
楊
謝
祖
拿
刀
子
科
、
云
）
母
親
、
兀
的
不
是
我
哥
哥
的
刀
子
。（
正
旦
云
）
児
也
、
休
他
。（
令
史
云
）
相
公
、
見
、
屍
首
旁
辺
放
着
一
把
刀
子
、
這
小
厮
看
見
、
就
害
慌
了
也
、
眼
見
的
是

小
厮
欺
兄
殺
嫂
。
兀
那
婆
子
、

刀
子
是
家
的
。（
孤
云
）
将
来
我
看
。
倒
好
把
刀
子
、
総
承
我
罷
、
好
去
切
梨
児
吃
。（
正
旦
云
）

把
刀
子
是
、
衣
服
是
、
屍
首
不
是
俺
婦
児
的
。
（
楊
謝
祖
、
刀
を
手
に
取
る
し
ぐ
さ
で
い
う
）
母
上
、
こ
れ
は
兄
上
の
刀
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。（
李
氏
い
う
）
息
子
よ
、
見
て
は
い
け
な
い
。（
令
史
い
う
）
ほ
ら
、
推
官
ど
の
、
死
体
の
そ
ば
に
刀
が
一
つ
落
ち
て
い
ま
す
。
こ
い
つ
は
そ
れ
を
見
る
な
り
慌
て
だ
し
ま
し
た
。
明
ら
か
に
こ
い
つ
が
兄
を
裏
切
っ
て
兄
嫁
を
殺
し
た
ん
だ
。
こ
れ
婆
さ
ん
、
こ
の
刀
は
お
ま
え
さ
ん
の
家
の
か
。
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（
推
官
い
う
）
持
っ
て
き
て
わ
し
に
見
せ
て
く
れ
。
こ
れ
は
よ
い
刀
じ
ゃ
。
わ
し
に
お
く
れ
、
梨
を
切
っ
て
食
べ
よ
う
（
８
）
。（
李
氏
い
う
）
こ
の
刀
は
嫁
の
も
の
、
衣
服
も
嫁
の
も
の
で
す
が
、
死
体
は
嫁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
刀
が
見
つ
か
っ
て
も
李
氏
は
譲
ら
ず
、
検
屍
を
す
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
し
か
し
令
史
は
、
今
は
六
月
で
天
候
に
よ
っ
て
損
傷
が
進
ん
で
い
る
の
で
検
屍
は
で
き
な
い
と
し
て
早
く
火
葬
し
よ
う
と
す
る
（
９
）
。
（
令
史
云
）
噤
声
。

婆
子
好
無
理
也
。
我
是
把
法
的
人
、
倒
要
教
我

等

等
検
屍
。
也
暁
的
、
春
正
夏
四
、
秋
九
冬
十
、
纔
是
検
屍
的
時
分
。
如
今
正
是
六
月
天
道
、
雨
水
也
下
了
幾
陣
、
暑
気
蒸
、
蛆
虫
鑽
、
筋
骨
凋
零
、
眉
目
難
分
、
爪
髪
解
脱
、
難
以
検
覆
。
張
千
、
去
城
裏
喚
一
個
巧
筆
丹
青
来
、
依
着

屍
首
画
一
個
図
本
、
着

婆
子
画
一
個
字
、
領
将

屍
首
去
焼
毀
了
、
依
着

屍
傷
図
本
打
官
司
。
便
与
我
焼
了

屍
首
者
。
（
令
史
い
う
）
言
葉
を
慎
め
。
こ
の
婆
さ
ん
は
本
当
に
物
分
り
が
悪
い
。
わ
し
は
法
を
司
る
者
だ
と
い
う
の
に
、
お
ま
え
の
分
際
で
ど
う
し
て
も
わ
し
に
検
屍
を
し
ろ
と
言
う
の
か
。
知
っ
て
の
と
お
り
、
春
は
正
月
、
夏
は
四
月
、
秋
は
九
月
に
冬
は
十
月
、
検
屍
を
す
る
の
は
こ
の
時
期
だ
け
じ
ゃ
。
今
は
ち
ょ
う
ど
六
月
の
天
気
、
雨
も
何
度
か
降
り
、
蒸
し
暑
く
、
蛆
が
た
か
っ
て
、
身
体
は
朽
ち
果
て
顔
の
見
分
け
も
つ
か
ず
、
爪
や
髪
も
抜
け
落
ち
て
検
分
し
が
た
い
。
張
千
、
お
ま
え
は
街
へ
行
っ
て
腕
の
い
い
絵
か
き
を
呼
ん
で
こ
い
。
こ
の
死
体
を
絵
に
描
い
て
こ
の
婆
さ
ん
に
画
き
判
を
も
ら
い
、
遺
体
は
運
ん
で
行
っ
て
火
葬
に
し
、
遺
体
の
傷
の
絵
を
元
に
し
て
訴
訟
を
行
う
ぞ
。
わ
し
に
代
わ
っ
て
こ
の
遺
体
を
火
葬
に
し
ろ
。
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令
史
は
嘘
を
つ
い
て
検
屍
を
拒
み
（
１０
）
、
と
に
か
く
早
く
決
着
を
つ
け
よ
う
と
す
る
が
、
李
氏
は
「
焼
不
的
」（
火
葬
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）
と
い
う
せ
り
ふ
を
繰
り
返
し
、
ど
う
し
て
も
火
葬
を
承
知
し
な
い
。
王
婆
婆
の
ほ
う
は
、
通
り
が
か
っ
た
役
人
た
ち
に
最
初
に
訴
え
か
け
た
あ
と
は
全
く
せ
り
ふ
が
な
い
。
日
が
暮
れ
て
き
た
た
め
、
取
り
調
べ
の
つ
づ
き
は
役
所
で
行
う
こ
と
に
な
る
。
４
第
三
折
（
場
所
は
開
封
府
）
あ
ら
す
じ：
役
所
で
李
氏
が
息
子
は
犯
人
で
は
な
い
と
言
い
張
る
の
で
、
令
史
は
謝
祖
を
拷
問
す
る
。
李
氏
は
無
実
を
訴
え
る
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
令
史
は
う
や
む
や
の
う
ち
に
謝
祖
が
自
白
し
た
こ
と
に
し
て
枷
を
付
け
て
牢
屋
に
入
れ
る
。
こ
の
折
に
登
場
す
る
の
は
李
氏
と
楊
謝
祖
の
ほ
か
は
役
人
た
ち
の
み
で
あ
る
。
令
史
は
ま
た
し
て
も
李
氏
に
遺
体
が
春
香
で
あ
る
と
認
め
さ
せ
よ
う
と
躍
起
に
な
る
。
母
と
息
子
が
一
緒
に
い
る
と
本
当
の
こ
と
を
言
わ
な
い
と
考
え
、
二
人
を
引
き
離
し
て
謝
祖
を
拷
問
し
、
李
氏
に
は
謝
祖
が
自
白
し
た
と
嘘
を
つ
い
て
諦
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
（
令
史
云
）
兀
那
婆
子
、
招
状
是
実
了
也
、
怎
生
饒
也
。（
正
旦
叫
冤
科
、
唱
）（
…
）
（
令
史
云
）
兀
那
老
婆
子
、
是
個
郷
里
村
婦
、
省
的
甚
法
度
。（
正
旦
唱
）
【
孩
児
】
休
小
我

無
主
的
窮
村
婦
、
有
句
話
実
情
拝
復
。
俺
孩
児
従
小
裏
教
習
儒
、
他
端
的
有
温
良
恭
倹
誰
如
。
俺
孩
児
行
一
歩
必
達
周
公
礼
、
発
一
語
須
談
孔
聖
書
。
俺
孩
児
不
比
塵
俗
物
、
怎
做
那
欺
兄
罪
犯
、
殺
嫂
的
凶
徒
。
（
令
史
云
）

小
厮
又
不
曾
打
他
、
他
自
招
了
来
。（
正
旦
云
）
都
似

般
打
来
、
怕
不
招
了
。
只
是
招
是
招
、
人
心
不
服
。
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（
令
史
い
う
）
お
い
婆
さ
ん
、
自
白
し
た
な
ら
確
か
だ
ろ
う
、
ど
う
し
て
許
す
こ
と
が
で
き
よ
う
ぞ
。（
李
氏
ぬ
れ
ぎ
ぬ
と
叫
ぶ
し
ぐ
さ
、
う
た
う
）（
…
）
い
な
か
も
の
（
令
史
い
う
）
こ
ら
婆
さ
ん
、
お
ま
え
の
よ
う
な
村
婦
に
は
法
律
の
こ
と
は
わ
か
ら
ぬ
の
じ
ゃ
。
（
李
氏
う
た
）
ど
う
か
こ
の
夫
を
亡
く
し
た
貧
し
い
村
婦
を
見
く
び
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
あ
り
の
ま
ま
の
思
い
を
お
答
え
し
ま
し
ょ
う
。
わ
た
し
の
息
子
は
幼
い
こ
ろ
よ
り
儒
教
を
お
さ
め
、
ま
さ
し
く
温
良
恭
倹
な
こ
と
で
は
誰
に
も
負
け
ま
せ
ん
。
わ
た
し
の
息
子
は
一
歩
あ
る
く
に
も
必
ず
周
公
の
礼
に
の
っ
と
り
、
一
語
発
す
れ
ば
孔
子
の
書
を
語
り
ま
す
。
わ
た
し
の
息
子
は
俗
物
と
は
比
べ
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
兄
を
裏
切
っ
て
罪
を
犯
し
兄
嫁
を
殺
す
よ
う
な
凶
悪
な
こ
と
を
す
る
も
の
か
。
（
令
史
い
う
）
打
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
み
ず
か
ら
自
白
し
た
の
だ
ぞ
。（
李
氏
い
う
）
そ
う
や
っ
て
打
て
ば
自
白
も
す
る
で
し
ょ
う
が
、
た
と
え
自
白
し
た
と
し
て
も
人
の
心
は
納
得
し
ま
せ
ん
。
こ
の
あ
と
李
氏
は
う
た
で
も
役
所
の
対
応
を
批
判
す
る
が
、
訴
訟
は
進
展
を
見
せ
ず
、
謝
祖
は
枷
を
つ
け
ら
れ
て
死
刑
囚
の
牢
獄
に
収
容
さ
れ
る
。
役
人
た
ち
は
、
証
拠
の
品
が
あ
り
、
謝
祖
も
う
や
む
や
の
う
ち
に
自
白
し
た
の
だ
か
ら
（
１１
）
、
こ
の
一
件
は
落
着
し
た
と
ほ
く
そ
え
む
。
５
第
四
折
（
場
所
は
賽
盧
医
の
家
の
あ
た
り
↓
開
封
府
）
あ
ら
す
じ：
王
春
香
は
賽
盧
医
に
身
を
任
せ
る
の
を
拒
み
つ
づ
け
、
毎
日
打
た
れ
な
が
ら
こ
き
つ
か
わ
れ
て
い
る
。
あ
る
日
井
戸
で
水
を
汲
も
う
と
し
て
い
る
と
、
手
柄
を
立
て
て
家
に
帰
る
途
中
の
楊
興
祖
が
通
り
か
か
る
。
二
人
は
お
互
い
を
認
め
、
春
香
は
夫
に
経
緯
を
話
す
。
一
方
、
開
封
府
で
は
審
囚
刷
巻
（
囚
人
改
め
と
文
書
改
め
）
に
や
っ
て
き
た
王
然
が
楊
謝
祖
の
無
実
の
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訴
え
に
耳
を
傾
け
て
審
理
に
疑
問
を
い
だ
い
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
令
史
ら
が
な
ん
と
か
不
備
を
と
り
つ
く
ろ
お
う
と
し
て
い
る
と
興
祖
が
春
香
と
賽
盧
医
を
連
れ
て
現
れ
、
す
べ
て
が
明
ら
か
に
な
る
。
王
然
は
楊
家
の
母
・
子
・
嫁
を
顕
彰
し
、
宴
席
を
設
け
る
。
さ
て
、
い
よ
い
よ
最
終
折
で
あ
る
。
ま
ず
、
王
春
香
と
楊
興
祖
と
の
い
さ
さ
か
偶
然
す
ぎ
る
再
会
が
あ
り
、
二
人
は
賽
盧
医
を
連
れ
て
開
封
府
に
向
か
う
。
そ
の
次
の
場
面
は
王
然
の
登
場
か
ら
始
ま
る
。
（
王
然
領
張
千
李
万
上
）（
王
然
詩
云
）
王
法
条
条
誅
濫
官
、
為
官
清
正
万
民
安
。
民
間
若
有
冤
情
事
、
請
把
勢
剣
金
牌
仔
細
看
。
老
夫
大
興
府
尹
王
然
。
自
僉
軍
回
来
、
累
加
官
職
、
賜
与
我
勢
剣
金
牌
、
先
斬
後
奏
。
専
一
体
察
濫
官
汚
吏
、
採
訪
孝
子
順
孫
。
今
日
来
到

河
南
府
審
囚
刷
巻
。
（
王
然
、
張
千
と
李
万
を
連
れ
て
登
場
）（
王
然
、
詩
に
い
う
）
国
法
は
秩
序
正
し
く
悪
い
官
吏
を
罰
し
、
役
人
が
清
く
正
し
く
あ
っ
て
こ
そ
万
民
は
安
ら
か
に
暮
ら
せ
る
。
民
の
あ
い
だ
に
も
し
冤
罪
事
件
が
あ
れ
ば
、
勢
剣
金
牌
を
手
に
し
て
仔
細
に
調
べ
よ
う
。
わ
し
は
大
興
府
尹
の
王
然
じ
ゃ
。
徴
兵
か
ら
帰
る
と
重
ね
て
官
職
を
賜
り
、
勢
剣
金
牌
を
与
え
ら
れ
て
先
斬
後
奏
を
許
さ
れ
た
。
不
埒
な
役
人
ど
も
を
摘
発
し
、
孝
子
順
孫
を
探
し
求
め
る
こ
と
に
専
念
し
て
お
る
。
今
日
は
こ
の
河
南
府
で
囚
人
と
判
決
文
書
の
取
り
調
べ
を
行
う
ぞ
。
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実
は
、
か
ね
て
よ
り
王
然
が
楊
家
を
「
賢
孝
」
の
家
と
し
て
郎
主
に
奏
上
し
て
い
た
結
果
、
楊
家
は
郎
主
か
ら
顕
彰
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
と
き
王
は
楊
家
に
そ
の
報
を
も
た
ら
す
任
務
も
帯
び
て
い
た
。
た
だ
、
審
囚
刷
巻
は
国
家
の
大
事
で
あ
る
の
で
そ
ち
ら
を
先
に
済
ま
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
令
史
に
文
書
を
持
っ
て
こ
さ
せ
て
調
べ
る
と
、
楊
謝
祖
の
案
件
で
あ
る
。
令
史
は
証
拠
の
品
も
あ
っ
て
問
題
な
い
と
服
と
刀
を
見
せ
る
。
刀
に
見
覚
え
が
あ
る
王
然
が
謝
祖
を
連
れ
て
こ
さ
せ
る
と
、
果
た
し
て
顕
彰
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
楊
家
の
次
男
で
あ
る
。
自
分
の
評
価
が
ま
ち
が
っ
て
い
た
の
か
と
疑
い
つ
つ
も
王
然
は
、
口
を
は
さ
ん
で
邪
魔
を
す
る
令
史
を
黙
ら
せ
て
み
ず
か
ら
話
を
聞
く
。
謝
祖
は
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
役
所
の
拷
問
に
つ
い
て
述
べ
、
己
の
無
実
を
訴
え
る
。
謝
祖
の
言
葉
や
様
子
に
心
を
動
か
さ
れ
た
王
然
は
、
令
史
に
「
准
伏
」
は
あ
る
の
か
と
尋
ね
る
。
准
伏
と
は
、
犯
人
の
親
族
が
当
人
の
犯
罪
と
認
め
て
画
き
判
を
記
し
た
文
書
で
、
こ
れ
が
な
い
と
罪
を
確
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
令
史
は
慌
て
始
め
、
李
万
に
対
し
て
、
楊
謝
祖
の
母
親
を
見
つ
け
、
う
ま
く
だ
ま
し
て
画
き
判
を
も
ら
っ
て
く
る
よ
う
命
じ
る
。
早
く
結
着
を
つ
け
て
し
ま
お
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
が
、
李
万
は
こ
の
命
令
に
従
わ
な
い
。
そ
こ
で
張
千
に
頼
む
と
張
千
は
引
き
受
け
る
が
、
そ
れ
を
知
っ
た
李
万
に
阻
止
さ
れ
る
。
張
千
・
李
万
は
呼
称
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
共
に
役
所
の
下
役
で
あ
る
が
、
本
劇
で
は
張
千
は
私
欲
の
た
め
に
令
史
の
い
い
な
り
に
な
る
小
人
物
、
李
万
は
善
悪
を
わ
き
ま
え
て
令
史
の
命
令
も
断
る
賢
明
な
人
物
と
し
て
対
照
的
な
性
格
を
見
せ
る
（
１２
）
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
終
盤
で
あ
る
。
李
万
の
お
か
げ
で
画
き
判
を
記
さ
ず
に
済
ん
だ
李
氏
は
役
所
に
出
向
い
て
王
然
に
息
子
の
無
実
を
訴
え
る
。
（
叫
屈
科
）（
王
然
云
）
怎
生
冤
屈
。（
正
旦
云
）
外
郎
不
曾
検
屍
、
又
不
曾
招
呼
屍
親
。（
王
然
云
）
令
史
、
他
説
不
曾
検
屍
、
又
不
曾
招
呼
屍
親
哩
。（
令
史
云
）
小
人
招
呼
屍
親
、
識
認
的
明
白
了
也
。（
正
旦
云
）
招
呼
那
家
屍
親
来
。（
令
史
云
）
我
招
呼
那
死
的
爺
娘
家
屍
親
、
認
識
的
明
白
了
也
。（
正
旦
云
）
他
爺
娘
家
是
屍
親
、
俺
公
婆
家
不
是
屍
親
。
不
争
俺

孩
児
与
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他
償
了
命
、
若
拿
住
那
殺
人
賊
呵
、
可
着
誰
償
俺
孩
児
的
命
。
大
人
、
可
与
俺

孤
児
寡
婦
做
主
。
俺
是

郷
裏
的
婆
子
、
不
会
打

城
中
的
官
司
。（
王
然
云
）
似

等
呵
、
着
老
夫
怎
生
下
断
。（
楊
興
祖
同
旦
児
上
、
云
）
大
嫂
、
則
在
衙
門
首
住
者
、
我
見
大
人
去
。
（﹇
李
氏
﹈
無
実
を
叫
ぶ
し
ぐ
さ
）（
王
然
い
う
）
ど
の
よ
う
な
冤
罪
じ
ゃ
。（
李
氏
い
う
）
令
史
ど
の
は
検
屍
も
せ
ず
、
死
人
の
家
族
を
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。（
令
史
い
う
）
わ
し
は
死
人
の
家
族
を
呼
ん
だ
し
、
は
っ
き
り
認
め
た
ぞ
。（
李
氏
い
う
）
ど
こ
の
家
の
家
族
を
呼
ば
れ
ま
し
た
か
。（
令
史
い
う
）
わ
し
が
あ
の
死
人
の
実
家
の
家
族
を
呼
ん
だ
ら
、
は
っ
き
り
認
め
た
の
だ
。（
李
氏
い
う
）
実
家
は
家
族
で
し
ゅ
う
と
め
の
わ
た
し
は
家
族
で
は
な
い
の
で
す
か
。
も
し
も
わ
た
し
の
こ
の
子
が
命
を
償
い
、
か
り
に
そ
の
殺
人
犯
が
捕
ま
っ
た
な
ら
、
だ
れ
が
わ
が
子
の
命
を
償
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
お
役
人
さ
ま
、
ど
う
か
わ
れ
わ
れ
孤
児
と
寡
婦
の
力
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
。
わ
た
く
し
は
村
里
の
年
寄
り
、
こ
の
よ
う
な
街
の
お
役
所
に
訴
え
を
起
こ
す
こ
と
に
は
不
慣
れ
で
す
。（
王
然
い
う
）
そ
う
い
う
こ
と
だ
と
す
る
と
、
ど
の
よ
う
に
裁
き
を
つ
け
よ
う
も
の
か
。（
楊
興
祖
、
春
香
と
と
も
に
登
場
し
て
い
う
）
春
香
、
お
ま
え
は
役
所
の
門
の
と
こ
ろ
で
待
っ
て
い
て
く
れ
。
お
役
人
に
会
っ
て
く
る
。
役
所
に
入
っ
て
い
っ
た
楊
興
祖
が
王
然
に
対
面
し
、
戦
場
で
手
柄
を
た
て
た
報
告
を
し
た
あ
と
、
王
然
に
言
わ
れ
て
ふ
と
見
る
と
母
親
が
い
る
。
（
楊
興
祖
云
）
兀
的
不
是
母
親
。（
正
旦
云
）
兀
的
不
是
楊
大
児
也
。
則
被
痛
殺
我
也
。（
王
然
云
）
楊
興
祖
、
兀
那
個
帯
枷
的
人
、
再
看
。（
楊
興
祖
云
）
兀
的
不
是
兄
弟
。（
楊
謝
祖
云
）
、
哥
也
、
苦
痛
殺
我
也
。（
王
然
云
）
兀
那
楊
興
祖
、
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他
是
的
讐
人
哩
。（
楊
興
祖
云
）
大
人
、

是
我
的
親
兄
弟
、
怎
做
的
讐
人
。（
王
然
云
）
当
軍
去
、
他
殺
了
婦
児
春
香
也
。（
楊
興
祖
云
）
大
人
可
憐
見
、
春
香
現
有
哩
。（
王
然
云
）
春
香
在
那
裏
。
快
喚
将
来
。（
旦
児
做
見
正
旦
悲
科
、
云
）
母
親
也
、
則
被
痛
殺
我
也
。（
正
旦
云
）
孩
児
也
、
在
那
裏
来
。
険
些
児
不
送
了
楊
謝
祖
的
性
命
。
則
被
想
殺
我
也
。（
楊
興
祖
云
）
母
親
、
被
一
個
賊
漢
賽
盧
医
、
将
春
香
拐
帯
去
了
。
孩
児
連
那
賊
漢
也
拿
将
来
了
也
。
（
楊
興
祖
い
う
）こ
れ
は
母
上
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。（
李
氏
い
う
）興
祖
で
は
な
い
か
。
お
ま
え
を
思
っ
て
つ
ら
か
っ
た
よ
。（
王
然
い
う
）
楊
興
祖
よ
、
あ
の
枷
を
は
め
た
人
も
見
て
ご
ら
ん
。（
楊
興
祖
い
う
）
弟
で
は
な
い
か
。（
楊
謝
祖
い
う
）
あ
あ
兄
さ
ん
、
つ
ら
い
こ
と
で
す
。（
王
然
い
う
）
楊
興
祖
よ
、
や
つ
は
お
ま
え
の
か
た
き
じ
ゃ
。（
楊
興
祖
い
う
）
お
役
人
さ
ま
、
こ
れ
は
わ
た
し
の
実
の
弟
、
ど
う
し
て
か
た
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。（
王
然
い
う
）
お
ま
え
が
軍
に
入
っ
た
あ
と
、
や
つ
は
お
ま
え
の
嫁
の
春
香
を
殺
し
た
の
じ
ゃ
。（
楊
興
祖
い
う
）
お
役
人
さ
ま
、
お
言
葉
で
す
が
春
香
は
生
き
て
お
り
ま
す
。（
王
然
い
う
）
春
香
は
ど
こ
じ
ゃ
。
早
く
呼
ん
で
こ
い
。（
春
香
、
李
氏
に
対
面
し
嘆
く
し
ぐ
さ
で
い
う
）
お
母
様
、
ず
っ
と
お
母
様
を
思
っ
て
つ
ら
か
っ
た
。（
李
氏
い
う
）
春
香
、
お
ま
え
は
ど
こ
に
い
た
の
で
す
。
も
う
少
し
で
楊
謝
祖
の
命
が
な
く
な
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
ず
っ
と
お
ま
え
を
思
っ
て
い
た
よ
。（
楊
興
祖
い
う
）
母
上
、
春
香
は
賽
盧
医
と
い
う
悪
者
に
さ
ら
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。
わ
た
く
し
は
そ
の
悪
者
も
連
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
最
後
に
す
べ
て
が
明
ら
か
に
な
る
。
賽
盧
医
は
梅
香
を
さ
ら
っ
た
こ
と
も
春
香
を
無
理
や
り
女
房
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
も
あ
っ
さ
り
認
め
て
許
し
を
乞
う
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
は
し
な
い
。
王
然
は
、
次
の
よ
う
に
各
人
へ
の
賞
罰
を
言
い
渡
す
。
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（
王
然
云
）
一
行
人
聴
我
下
断
。
本
処
官
吏
刑
名
違
錯
、
杖
一
百
、
永
不
叙
用
。
賽
盧
医
強
奪
妻
女
、
市
曹
中
明
正
典
刑
。
王
氏
妄
告
不
実
、
杖
断
八
十
。（
旦
児
云
）
告
大
人
、
母
親
年
老
、
春
香
替
杖
。（
王
然
云
）

婦
直
恁
般
賢
孝
。
姑
看
春
香
面
、
罰
銅
折
贖
。
有
罪
的
断
遣
分
明
。
一
家
児
聴
老
夫
加
官
賜
賞
。
楊
興
祖
、
為
替
弟
当
軍
、
拿
賊
救
婦
、
加
為
帳
前
指
揮
使
。
春
香
、
為
身
遭
掠
、
不
順
他
人
、
可
為
賢
徳
夫
人
。
楊
謝
祖
、
為
奉
母
之
命
、
送
嫂
還
家
、
不
幸
遭
逢
人
命
官
司
、
絶
口
不
発
怨
言
、
可
称
孝
子
、
加
為

林
学
士
。
兀
那
婆
婆
、
為
着
親
生
子
辺
塞
当
軍
、
着
前
家
児
在
家
習
儒
、
甘
心
受
苦
、
不
認
人
屍
、
可
称
賢
母
、
加
為
義
烈
太
夫
人
。
（
王
然
い
う
）
皆
わ
し
の
判
決
を
聴
け
。
本
署
の
官
吏
は
誤
っ
た
裁
判
を
行
っ
た
た
め
、
杖
刑
百
回
に
処
し
て
永
久
に
罷
免
す
る
。
賽
盧
医
は
妻
女
を
強
奪
し
た
た
め
、
刑
場
に
て
法
に
則
っ
て
極
刑
に
処
す
る
。
王
氏
は
事
実
に
反
す
る
で
た
ら
め
を
述
べ
た
た
め
、
杖
刑
八
十
回
。（
春
香
い
う
）
お
役
人
さ
ま
に
申
し
上
げ
ま
す
。
母
は
老
齢
で
す
の
で
こ
の
春
香
が
代
わ
り
に
杖
刑
を
受
け
ま
す
。（
王
然
い
う
）
こ
の
嫁
は
ま
っ
た
く
賢
孝
な
こ
と
だ
。
こ
こ
は
ひ
と
つ
春
香
の
顔
を
立
て
て
罰
金
に
換
え
て
償
わ
せ
よ
う
。
こ
れ
で
罪
あ
る
者
に
つ
い
て
の
判
決
は
明
ら
か
に
な
っ
た
。
次
に
お
ま
え
た
ち
一
家
に
は
わ
し
が
官
職
を
加
え
褒
賞
を
与
え
る
ぞ
。
楊
興
祖
、
お
ま
え
は
弟
に
代
わ
っ
て
軍
に
入
り
、
賊
を
捕
ら
え
て
妻
を
救
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
帳
前
指
揮
使
と
す
る
。
春
香
、
お
ま
え
は
略
奪
に
遭
い
な
が
ら
も
身
を
任
せ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
賢
徳
夫
人
の
封
号
を
与
え
よ
う
。
楊
謝
祖
、
お
ま
え
は
母
親
の
命
に
従
い
、
里
帰
り
す
る
兄
嫁
を
送
っ
て
い
き
、
不
幸
に
し
て
訴
え
ら
れ
た
が
決
し
て
怨
み
言
を
言
う
こ
と
も
な
く
、
ま
こ
と
に
孝
子
と
称
す
べ
き
こ
と
に
よ
り
、

林
学
士
と
し
よ
う
。
そ
し
て
婆
さ
ん
よ
、
お
ま
え
は
実
の
息
子
を
辺
塞
の
軍
に
入
れ
て
前
妻
の
子
に
は
家
で
学
問
を
さ
せ
、
甘
ん
じ
て
苦
し
み
に
耐
え
て
他
人
の
死
体
を
嫁
と
認
め
る
こ
と
な
く
、
ま
こ
と
に
賢
母
と
称
す
べ
き
こ
と
に
よ
り
、
義
烈
太
夫
人
の
封
号
を
与
え
よ
う
。
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楊
家
の
一
同
は
感
謝
の
念
を
述
べ
、
王
然
は
こ
の
開
封
府
の
役
所
で
祝
宴
を
開
く
こ
と
に
し
て
劇
は
終
わ
る
。
二
「
救
孝
子
」
の
構
造
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
本
劇
は
第
一
折
で
示
さ
れ
た
楊
家
の
人
々
の
「
賢
孝
」
と
い
う
真
実
が
虚
偽
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
、
見
失
わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
の
ち
、
第
四
折
で
再
び
回
復
さ
れ
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
劇
中
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
知
ら
さ
れ
る
観
客
／
読
者
に
は
予
定
調
和
的
と
も
い
え
る
展
開
で
あ
る
が
、
劇
中
の
人
物
た
ち
は
限
ら
れ
た
経
験
と
知
識
し
か
持
っ
て
い
な
い
。
楔
子
で
起
こ
っ
た
出
来
事
は
、
当
事
者
で
あ
る
王
春
香
と
賽
盧
医
以
外
の
者
に
と
っ
て
は
起
こ
っ
た
こ
と
さ
え
わ
か
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
楊
家
で
は
実
家
に
帰
っ
た
春
香
が
な
か
な
か
帰
っ
て
こ
な
い
う
え
に
音
沙
汰
も
な
い
と
不
審
に
思
い
、
実
家
の
王
婆
婆
は
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
楊
家
が
嫁
を
里
帰
り
さ
せ
て
く
れ
な
い
と
不
満
に
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
春
香
は
そ
の
ど
ち
ら
に
も
い
な
い
。
姿
を
消
し
て
か
ら
半
月
後
に
や
っ
と
、
姿
を
消
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
、
そ
の
あ
と
も
第
四
折
ま
で
生
死
も
含
め
て
行
方
は
わ
か
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
春
香
と
と
も
に
真
実
も
行
方
不
明
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
第
二
折
で
死
体
が
見
つ
か
る
。
し
か
も
そ
れ
は
春
香
の
衣
服
と
春
香
が
携
え
て
い
た
刀
と
と
も
に
発
見
さ
れ
る
。
賽
盧
医
の
偽
装
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
最
初
の
虚
偽
で
あ
る
。
春
香
の
実
家
の
母
は
死
体
が
春
香
で
あ
る
と
判
断
し
て
、
す
ぐ
さ
ま
謝
祖
を
犯
人
と
す
る
殺
人
事
件
を
作
り
上
げ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て
第
二
の
虚
偽
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
信
じ
る
李
氏
は
役
人
に
対
し
て
検
屍
を
行
う
よ
う
に
強
く
主
張
す
る
が
、
い
い
加
減
な
役
人
た
ち
に
は
聞
き
入
れ
ず
、
謝
祖
を
拷
問
し
て
自
白
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
を
第
三
の
虚
偽
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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本
劇
で
は
、
李
氏
と
楊
謝
祖
の
二
人
が
楔
子
を
含
む
す
べ
て
の
折
に
登
場
す
る
。
こ
の
二
人
に
は
、
春
香
の
身
に
何
が
起
こ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
謝
祖
が
殺
し
て
い
な
い
と
い
う
真
実
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
の
は
二
人
だ
け
な
の
で
あ
る
。
第
一
折
で
強
調
さ
れ
た
「
賢
孝
」
な
る
家
族
と
し
て
の
楊
家
の
イ
メ
ー
ジ
も
、
そ
の
場
に
登
場
し
て
い
な
か
っ
た
人
物
た
ち
の
前
で
は
通
用
し
な
い
。
第
二
折
以
降
、
正
旦
で
あ
る
李
氏
の
曲
詞
は
、
裁
判
が
不
当
で
あ
り
息
子
は
無
罪
で
あ
る
の
に
誰
に
も
理
解
さ
れ
な
い
苦
し
み
を
繰
り
返
し
表
現
し
て
い
る
。
い
く
つ
も
の
虚
偽
に
よ
っ
て
お
お
わ
れ
て
い
た
真
実
は
、
第
四
折
で
徐
々
に
明
ら
か
に
な
る
。
ま
ず
は
楊
家
の
人
々
の
人
柄
を
知
り
、
裁
判
を
正
す
役
目
を
帯
び
た
王
然
で
あ
る
。
王
然
は
裁
判
の
不
備
を
指
摘
し
て
謝
祖
に
話
を
聴
き
直
す
。
そ
こ
に
や
っ
て
く
る
の
が
兄
の
興
祖
、
生
き
て
い
た
春
香
、
連
れ
去
っ
た
犯
人
の
賽
盧
医
。
こ
う
し
て
真
相
は
一
気
に
白
日
の
下
に
さ
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
も
し
賽
盧
医
が
梅
香
の
死
後
、
春
香
を
連
れ
て
逃
げ
た
だ
け
で
あ
っ
た
な
ら
、
死
体
が
誤
認
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
春
香
の
衣
服
と
刀
を
そ
の
場
に
残
す
と
い
う
賽
盧
医
の
偽
装
が
、
死
体
は
い
な
く
な
っ
た
春
香
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
可
能
性
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
可
能
性
を
否
定
す
る
た
め
に
は
、
結
局
本
人
が
生
き
て
登
場
す
る
の
を
待
つ
し
か
な
い
。
梅
香
の
死
体
が
春
香
の
衣
服
に
お
お
わ
れ
る
こ
と
は
、
真
実
が
お
お
い
隠
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
三
反
転
さ
れ
る
構
造
―
―
「
殺
狗
勧
夫
」
「
救
孝
子
」
を
王
然
が
判
決
を
下
す
も
う
一
つ
の
劇
で
あ
る
「
殺
狗
勧
夫
」
と
比
較
す
る
た
め
に
、
次
に
「
殺
狗
勧
夫
」
の
あ
ら
す
じ
を
示
そ
う
（
１３
）
。
本
劇
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
繁
を
避
け
て
引
用
を
省
き
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
概
略
の
み
を
示
す
こ
と
に
す
る
。
歌
唱
者
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は
全
篇
を
通
し
て
正
末
の
孫
華
で
あ
る
。
１
楔
子
（
場
所
は
孫
栄
の
家
）
裕
福
な
孫
栄
は
実
の
弟
で
あ
る
孫
華
を
邪
険
に
し
て
城
南
の
破
瓦
窯
に
住
ま
わ
せ
、
柳
隆

・
胡
子
転
と
い
う
二
人
の
ご
ろ
つ
き
と
義
兄
弟
の
契
り
を
結
ん
で
仲
良
く
つ
き
あ
っ
て
い
る
（
１４
）
。
楊
氏
（
孫
栄
の
妻
）
は
そ
の
こ
と
を
嘆
く
。
柳
と
胡
は
孫
栄
の
誕
生
日
に
水
で
薄
め
た
酒
を
持
っ
て
い
き
、
わ
ざ
と
瓶
を
倒
し
て
ご
ま
か
し
、
孫
家
の
酒
食
を
た
か
る
（
１５
）
。
孫
華
も
祝
い
に
や
っ
て
く
る
が
、
貧
し
く
て
手
ぶ
ら
で
あ
っ
た
た
め
、
兄
に
罵
ら
れ
打
た
れ
て
帰
る
。
２
第
一
折
（
場
所
は
孫
家
の
墓
）
翌
日
は
清
明
節
で
あ
る
。
孫
栄
は
柳
隆

・
胡
子
転
と
と
も
に
祖
先
の
墓
参
り
に
行
く
。
孫
華
も
恐
る
恐
る
や
っ
て
く
る
が
、
兄
は
ご
ろ
つ
き
二
人
と
酒
盛
り
を
し
て
い
て
仲
間
に
入
れ
て
も
ら
え
な
い
。
外
か
ら
墓
を
拝
ん
で
い
る
と
、
柳
・
胡
は
孫
華
が
兄
を
呪
っ
て
い
る
と
孫
栄
に
嘘
の
告
げ
口
を
し
、
ま
た
し
て
も
兄
に
打
た
れ
る
。
孫
華
は
父
母
が
生
き
て
い
て
く
れ
た
ら
こ
ん
な
仕
打
ち
を
受
け
る
こ
と
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
嘆
き
悲
し
む
。
３
第
二
折
（
場
所
は
謝
家
楼
↓
孫
栄
の
家
）
孫
栄
は
次
の
日
も
謝
家
楼
で
ご
ろ
つ
き
二
人
と
酒
盛
り
を
し
た
あ
と
、
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
道
で
寝
て
し
ま
う
。
大
雪
の
降
る
中
、
二
人
は
孫
栄
を
置
き
去
り
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
孫
栄
の
靴
に
入
っ
て
い
た
紙
幣
を
盗
む
（
１６
）
。
同
じ
道
を
孫
華
が
通
り
が
か
り
、
何
か
に
つ
ま
ず
い
た
と
思
う
と
泥
酔
し
た
兄
で
あ
る
。
孫
華
は
柳
・
胡
二
人
の
身
勝
手
さ
に
あ
き
れ
つ
つ
、
兄
が
凍
死
し
な
い
よ
う
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に
背
負
っ
て
家
ま
で
送
り
届
け
る
。
楊
氏
は
感
謝
し
て
麺
を
供
す
。
目
を
醒
ま
し
た
孫
栄
は
靴
に
入
れ
て
お
い
た
紙
幣
が
な
い
の
に
気
づ
き
、
弟
が
盗
ん
だ
と
決
め
つ
け
て
雪
の
中
に
跪
か
せ
る
。
孫
華
は
つ
ら
い
思
い
を
兄
嫁
に
訴
え
て
帰
る
。
翌
日
、
柳
・
胡
の
二
人
が
や
っ
て
き
て
、
孫
栄
を
背
負
っ
て
き
た
の
は
自
分
た
ち
で
、
家
の
前
で
孫
華
に
引
き
渡
し
た
の
だ
と
言
う
。
孫
栄
は
た
や
す
く
言
い
く
る
め
ら
れ
、
ま
た
三
人
で
李
家
楼
へ
飲
み
に
出
か
け
る
。
楊
氏
は
一
計
を
案
じ
て
夫
の
目
を
開
か
せ
る
こ
と
に
す
る
。
４
第
三
折
（
場
所
は
王
婆
婆
の
家
↓
孫
栄
の
家
↓
柳
の
家
↓
胡
の
家
↓
孫
華
の
家
↓
河
原
↓
孫
栄
の
家
）
楊
氏
は
隣
家
の
王
婆
婆
に
犬
を
譲
っ
て
も
ら
い
、
頭
と
尾
を
切
り
落
と
し
て
人
の
衣
服
と
帽
子
（
１７
）
を
被
せ
て
裏
の
戸
口
の
前
に
置
く
。
孫
栄
は
酔
っ
て
帰
宅
し
血
ま
み
れ
の
死
体
を
見
つ
け
て
慌
て
ふ
た
め
く
。
楊
氏
は
、
い
つ
も
面
倒
を
み
て
い
る
義
兄
弟
の
二
人
に
頼
ん
で
死
体
を
遠
く
へ
運
ん
で
も
ら
え
ば
い
い
と
提
案
し
、
孫
栄
と
一
緒
に
頼
み
に
行
く
が
二
人
に
連
続
し
て
断
ら
れ
る
。
楊
氏
は
こ
う
な
っ
た
ら
弟
に
頼
む
し
か
な
い
だ
ろ
う
と
言
い
、
孫
栄
も
さ
す
が
に
こ
れ
ま
で
の
自
ら
の
仕
打
ち
を
考
え
て
躊
躇
し
つ
つ
破
窯
に
孫
華
を
訪
ね
る
（
１８
）
。
孫
華
に
合
わ
せ
る
顔
が
な
い
孫
栄
に
代
わ
っ
て
ま
ず
楊
氏
が
声
を
か
け
、
次
い
で
孫
栄
が
事
情
を
話
し
て
こ
れ
ま
で
の
ふ
る
ま
い
を
詫
び
る
。
孫
華
は
少
し
嫌
味
を
言
っ
て
兄
を
困
ら
せ
た
あ
と
、
頼
ま
れ
た
と
お
り
に
死
体
を
背
負
っ
て
行
っ
て
河
原
に
埋
め
る
。
５
第
四
折
（
場
所
は
孫
栄
の
家
↓
開
封
府
）
孫
華
は
兄
に
質
屋
の
店
を
任
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
へ
柳
・
胡
の
二
人
が
や
っ
て
き
て
、
相
手
に
さ
れ
な
く
な
っ
た
腹
い
せ
に
孫
栄
を
殺
人
の
罪
で
役
所
に
訴
え
る
こ
と
に
す
る
。
開
封
府
尹
の
王
然
が
登
場
し
て
原
告
・
被
告
か
ら
話
を
聞
く
（
１９
）
。
原
告
の
ご
ろ
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つ
き
は
、
孫
栄
が
酔
い
に
任
せ
て
人
を
殺
し
て
そ
の
始
末
を
自
分
た
ち
に
頼
ん
だ
と
主
張
す
る
。
か
た
や
孫
栄
は
、
家
に
帰
っ
て
き
た
ら
門
の
前
に
誰
か
に
殺
さ
れ
た
死
体
が
あ
っ
た
の
だ
と
述
べ
る
。
孫
華
は
王
然
に
対
し
、
柳
・
胡
の
日
ご
ろ
の
行
い
を
暴
露
し
て
、
二
人
を
信
用
し
な
い
よ
う
に
と
告
げ
る
。
王
が
孫
栄
に
自
白
さ
せ
よ
う
と
し
て
部
下
に
拷
問
を
命
じ
る
と
、
孫
華
が
犯
人
は
自
分
で
あ
る
と
名
乗
り
出
る
。
そ
こ
へ
楊
氏
が
登
場
し
、
す
べ
て
は
自
分
の
仕
組
ん
だ
こ
と
で
あ
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
説
明
す
る
。
証
拠
と
な
る
犬
の
死
体
が
掘
り
出
さ
れ
、
王
然
に
よ
っ
て
判
決
が
下
さ
れ
る
。
柳
・
胡
の
二
人
は
罰
を
受
け
、
孫
栄
は
賢
妻
に
よ
っ
て
罰
を
免
じ
ら
れ
る
。
楊
氏
は
旌
門
を
立
て
て
顕
彰
し
、
孫
華
は
県
令
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
前
半
（
第
二
折
ま
で
）
に
繰
り
返
さ
れ
る
の
は
、
孫
栄
が
柳
隆

・
胡
子
転
の
虚
偽
の
言
動
に
だ
ま
さ
れ
て
気
前
よ
く
二
人
に
飲
食
を
ふ
る
ま
い
、
真
心
あ
る
実
弟
の
孫
華
に
何
か
と
難
癖
を
つ
け
て
虐
待
す
る
場
面
で
あ
る
。
孫
栄
の
妻
楊
氏
は
夫
の
過
ち
を
見
抜
い
て
や
き
も
き
し
て
お
り
、
何
度
も
夫
を
諭
す
の
だ
が
一
向
に
功
を
奏
さ
な
い
。
柳
隆

・
胡
子
転
の
行
う
悪
事
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

孫
栄
の
誕
生
日
祝
い
に
水
で
薄
め
た
酒
を
持
っ
て
い
っ
て
わ
ざ
と
倒
し
て
ご
ま
か
し
、
結
局
孫
栄
が
出
し
た
酒
を
飲
む
。

孫
華
が
や
っ
て
く
る
と
贈
り
物
は
持
っ
て
こ
な
い
の
か
と
嫌
味
を
言
う
（
以
上
、
楔
子
）。

清
明
節
の
墓
参
で
酒
を
飲
み
、
あ
と
か
ら
孫
華
が
来
る
と
罵
倒
す
る
。

孫
華
が
孫
栄
を
罵
っ
た
と
嘘
を
つ
い
て
孫
栄
の
怒
り
を
あ
お
る
。

孫
華
が
遠
く
か
ら
先
祖
を
祭
っ
て
い
る
と
、早
く
兄
が
死
ん
で
財
産
が
こ
ろ
が
り
こ
む
よ
う
に
兄
を
呪
っ
て
い
る
と
嘘
を
つ
く（
以
上
、
第
一
折
）。

酒
宴
の
あ
と
雪
の
中
に
孫
栄
を
置
き
去
り
に
し
て
帰
る
。
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
孫
栄
の
靴
の
中
の
紙
幣
を
盗
む
。

翌
日
、
孫
栄
の
家
に
来
て
、
楊
氏
に
孫
栄
を
背
負
っ
て
家
の
前
ま
で
送
り
届
け
た
の
は
自
分
た
ち
で
あ
る
と
嘘
を
つ
く
（
以
上
、
第
二
折
）。
二
人
は
自
分
た
ち
の
利
益
し
か
考
え
て
い
な
い
の
だ
が
、
孫
栄
は
ま
ん
ま
と
口
車
に
乗
せ
ら
れ
、
孫
華
に
対
し
て
ひ
ど
い
仕
打
ち
を
す
る
。
上
記
の
番
号
に
対
応
さ
せ
て
列
挙
す
れ
ば
、
誕
生
日
に
贈
り
物
を
持
た
ず
に
ご
馳
走
に
あ
り
つ
き
に
来
た
と
怒
っ
て
は
打
ち
（

）、
清
明
の
墓
参
で
は
柳
・
胡
と
と
も
に
罵
倒
し
（

）、
二
人
の
嘘
を
信
じ
て
打
ち
、
先
祖
の
墓
に
も
近
寄
ら
せ
な
い
（

）。
兄
を
呪
っ
て
い
る
と
聞
く
と
激
怒
し
て
さ
ら
に
打
擲
す
る
（

）。
孫
華
が
盗
み
を
は
た
ら
い
た
と
決
め
つ
け
て
雪
の
中
に
跪
か
せ
る
の
は
孫
栄
自
身
の
判
断
だ
が
、
二
人
の
嘘
（

）
に
よ
っ
て
そ
の
判
断
は
補
強
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
家
の
前
で
孫
華
に
引
き
渡
し
た
こ
と
に
す
れ
ば
、
そ
の
あ
と
で
孫
華
が
紙
幣
を
盗
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
本
劇
で
は
冒
頭
か
ら
虚
偽
・
虚
飾
に
ま
み
れ
た
交
際
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
。
観
客
／
読
者
に
は
そ
れ
が
真
の
友
情
か
ら
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
が
、
孫
栄
に
は
真
実
が
見
え
て
い
な
い
。
劇
中
で
こ
の
真
実
に
気
づ
い
て
い
る
の
は
孫
華
と
楊
氏
の
み
で
あ
る
。
正
末
で
あ
る
孫
華
は
曲
詞
に
お
い
て
兄
の
ひ
ど
い
し
う
ち
を
嘆
き
、
や
り
き
れ
ぬ
思
い
を
吐
露
す
る
が
、
行
動
を
起
こ
し
て
事
態
を
変
え
よ
う
と
は
し
な
い
。
楊
氏
は
孫
栄
を
諭
す
こ
と
も
あ
る
が
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
。
孫
栄
が
い
か
に
虚
偽
に
惑
わ
さ
れ
混
迷
の
中
に
あ
る
か
を
強
く
印
象
づ
け
る
の
が
本
劇
の
前
半
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
る
ば
か
り
で
は
ご
ろ
つ
き
に
財
産
を
食
い
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
楊
氏
が
考
え
つ
い
た
の
が
「
殺
狗
」
の
計
略
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
孫
華
に
本
当
に
難
が
降
り
か
か
っ
た
と
き
、
柳
・
胡
が
ど
の
よ
う
な
ふ
る
ま
い
を
す
る
か
を
試
す
こ
と
で
夫
の
目
を
醒
ま
さ
せ
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
以
下
、
後
半
で
は
、
裁
判
の
場
面
も
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含
め
て
こ
の
計
略
の
顛
末
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
家
の
前
に
死
体
を
見
つ
け
て
お
び
え
る
孫
栄
に
楊
氏
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
（
旦
云
）
員
外
、
不
要
慌
、
則
両
口
児
知
道
。
有
那
両
個
兄
弟
、
平
日
喫
的
穿
的
都
是
的
、
与
結
做
死
生
交
、
対
天
盟
誓
。
兄
弟
有
難
哥
哥
救
、
哥
哥
有
難
兄
弟
救
。
今
日
有
難
、
正
用
的
着
他
。
如
今
悄
悄
的
教
両
個
兄
弟
、
将
死
屍
背
出
在
別
処
（
第
三
折
）。
（
楊
氏
い
う
）
お
ま
え
さ
ん
、
慌
て
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
わ
た
し
た
ち
二
人
し
か
知
ら
ぬ
こ
と
。
お
ま
え
さ
ん
に
は
あ
の
二
人
の
兄
弟
が
い
て
、
日
ご
ろ
食
べ
る
の
も
着
る
の
も
す
べ
て
お
ま
え
さ
ん
の
お
蔭
、
と
も
に
死
生
の
契
り
を
交
わ
し
、
天
に
誓
い
を
立
て
た
仲
。
弟
が
困
っ
た
と
き
は
兄
が
助
け
、
兄
が
困
っ
た
と
き
は
弟
が
助
け
る
の
で
し
ょ
う
。
今
お
ま
え
さ
ん
に
困
っ
た
こ
と
が
起
き
た
の
だ
か
ら
役
に
立
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
二
人
の
弟
に
頼
ん
で
こ
っ
そ
り
死
体
を
別
の
場
所
に
運
ん
で
捨
て
て
も
ら
う
の
で
す
。
し
か
し
、
と
い
う
よ
り
楊
氏
の
思
惑
ど
お
り
、
二
人
に
は
次
々
に
こ
の
頼
み
を
断
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
最
後
の
頼
り
で
あ
る
孫
華
を
訪
れ
る
の
だ
が
、
さ
す
が
に
孫
栄
も
気
が
引
け
て
尻
込
み
を
し
、
楊
氏
が
事
情
を
説
明
す
る
。
（
正
末
云
）嫂
嫂
、
的
話
只
怕
不
准
。
果
有

等
事
、
我
哥
哥
怎
不
説
一
句
来
。（
旦
云
）員
外
、
説
与
兄
弟
、
怕
甚
。（
孫
大
云
）
大
嫂
、
我
説
呵
、
恐
怕
兄
弟
変
了
臉
。（
旦
云
）
兄
弟
不
是
那
等
人
。（
孫
大
云
）
兄
弟
、
哥
哥
昨
日
喫
酒
回
来
、
至
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後
門
前
、
不
知
是
誰
殺
了
一
個
人
。
也
曾
叫
那
柳
隆

、
胡
子
転
両
個
賊
子
去
、
他
都
不
肯
来
背
。
兄
弟
也
、
想
着
与
我
是
共
乳
同
胞
的
情
分
、
不
救
我
時
、
教
誰
救
。（
正
末
云
）
哥
哥
、

人
命
的
事
。
是
好
人
家
的
孩
児
、
怎
到
的
官
府
中
問
理
去
。
那
両
個
逆
子
、
養
育
了
他
、
喫
的
穿
的
、
那
一
些
児
不
是
的
。
今
日
有
難
不
肯
救
、
卻
教
我
来
背
。
好
也
、
両
個
見
官
去
来
。（
旦
云
）
小
叔
叔
、
看
我
些
面
皮
。（
孫
大
云
）

都
是
哥
哥
的
不
是
了
也
。
兄
弟
、
息
怒
（
第
三
折
）。
（
孫
華
い
う
）
姉
さ
ん
、
お
話
が
お
か
し
い
で
す
ね
。
本
当
に
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
な
ら
、
兄
さ
ん
は
な
ぜ
一
言
も
話
さ
な
い
の
で
し
ょ
う
。（
楊
氏
い
う
）
お
ま
え
さ
ん
、
弟
さ
ん
に
話
し
て
ご
ら
ん
、
何
も
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
よ
。（
孫
栄
い
う
）
だ
が
お
ま
え
、
お
れ
が
話
せ
ば
弟
は
気
が
変
わ
る
だ
ろ
う
。（
楊
氏
い
う
）
弟
さ
ん
は
そ
ん
な
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
孫
栄
い
う
）
実
は
な
、
兄
さ
ん
が
昨
日
酒
を
飲
ん
で
帰
っ
て
く
る
と
裏
門
の
前
で
人
が
誰
か
に
殺
さ
れ
て
い
た
ん
だ
。
そ
こ
で
柳
隆

・
胡
子
転
の
二
人
に
頼
み
に
行
っ
た
が
あ
の
悪
党
ど
も
は
（
死
体
を
）
運
ん
で
く
れ
な
い
の
だ
。
弟
よ
、
ど
う
か
同
じ
乳
を
飲
ん
だ
兄
弟
の
仲
と
思
っ
て
く
れ
。
お
ま
え
が
助
け
て
く
れ
な
け
れ
ば
誰
が
助
け
て
く
れ
よ
う
か
。（
孫
華
い
う
）
兄
さ
ん
、
こ
れ
は
人
の
命
に
関
わ
る
こ
と
。
坊
っ
ち
ゃ
ん
育
ち
の
兄
さ
ん
が
ど
う
し
て
お
役
所
の
取
り
調
べ
な
ど
受
け
ら
れ
よ
う
。
あ
の
二
人
の
な
ら
ず
者
は
兄
さ
ん
が
面
倒
を
見
て
や
っ
て
、
食
う
も
の
着
る
も
の
一
つ
と
し
て
兄
さ
ん
か
ら
も
ら
わ
な
い
も
の
は
な
い
。
そ
れ
な
の
に
今
困
っ
て
い
て
も
助
け
よ
う
と
せ
ず
、
兄
さ
ん
は
わ
た
し
に
死
体
を
運
べ
と
言
う
の
で
す
か
。
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
二
人
で
お
役
人
の
と
こ
ろ
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。（
楊
氏
い
う
）
弟
御
、
ど
う
か
わ
た
し
の
顔
に
免
じ
て
く
だ
さ
い
な
。（
孫
栄
い
う
）
こ
れ
ま
で
の
こ
と
は
す
べ
て
兄
さ
ん
が
悪
か
っ
た
。
弟
よ
、
ど
う
か
怒
り
を
静
め
て
く
れ
。
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よ
う
や
く
孫
栄
も
自
分
が
ま
ち
が
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
。
楊
氏
の
計
略
は
み
ご
と
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
孫
華
は
こ
れ
ま
で
の
兄
の
仕
打
ち
に
対
し
て
ひ
と
し
き
り
憤
懣
を
述
べ
た
あ
と
で
、
兄
夫
婦
の
頼
み
を
聞
き
い
れ
て
河
原
ま
で
死
体
を
運
ん
で
い
き
、
裁
判
沙
汰
に
な
っ
た
日
に
は
自
分
が
代
わ
っ
て
裁
か
れ
よ
う
と
ま
で
述
べ
る
。
こ
の
あ
と
終
盤
の
展
開
は
第
四
折
の
あ
ら
す
じ
の
と
お
り
で
あ
る
。
楊
氏
の
計
略
で
用
い
ら
れ
る
の
が
な
ぜ
犬
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
も
最
後
に
楊
氏
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
（
旦
云
）
相
公
、
従
来
人
命
関
天
関
地
、
豈
可
没
個
屍
親
来
告
、
要

両
個
光
棍
与
他
索
命
。（
…
）
妾
身
毎
毎
勧
他
、
只
是
不
省
。
妾
身
曾
発
一
個
大
願
、
要
得
孫
大
与
孫
二
両
個
相
和
了
時
、
許
焼
十
年
夜
香
。
偶
然

一
晩
焼
香
中
間
、
看
見
一
隻
犬
打
香
跟
前
過
来
。
妾
身
問
知
此
犬
是
隔
壁
王
婆
家
的
、
妾
身
就
他
家
裏
、
与
了
五
百
個
銭
買
将
来
。
到
家
将
此
犬
了
頭
尾
、
穿
了
人
衣
帽
、
在
後
門
首
（
第
四
折
）。
（
楊
氏
い
う
）
お
役
人
様
、
も
と
よ
り
人
の
命
は
天
地
に
か
か
わ
る
大
事
、
ど
う
し
て
死
者
の
親
族
か
ら
の
届
け
出
も
な
し
に
こ
の
二
人
の
与
太
者
に
こ
の
人
の
命
を
奪
わ
せ
て
よ
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。（
…
）
わ
た
く
し
は
い
つ
も
夫
を
い
さ
め
ま
し
た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
一
つ
大
願
を
か
け
て
、
孫
栄
と
孫
華
の
二
人
が
仲
よ
く
な
る
よ
う
に
夜
香
を
十
年
焚
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
あ
る
夜
、
た
ま
た
ま
香
を
焚
い
て
お
り
ま
す
と
き
に
一
匹
の
犬
が
香
机
の
前
を
通
り
ま
し
た
。
わ
た
く
し
は
こ
の
犬
が
隣
の
王
ば
あ
さ
ん
の
家
の
犬
で
あ
る
こ
と
を
つ
き
と
め
る
と
、
訪
ね
て
い
っ
て
五
百
銭
で
犬
を
買
い
取
り
ま
し
た
。
そ
し
て
家
に
戻
る
と
こ
の
犬
の
頭
と
尾
を
切
り
、
人
の
衣
服
と
帽
子
を
か
ぶ
せ
て
裏
門
の
と
こ
ろ
に
置
い
た
の
で
す
。
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願
を
か
け
て
祈
っ
て
い
る
と
き
に
通
り
か
か
っ
た
隣
家
の
犬
。
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
こ
の
計
略
を
思
い
つ
く
と
い
う
の
は
唐
突
で
は
あ
る
が
、
願
を
か
け
る
賢
婦
に
動
か
さ
れ
た
神
の
導
き
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
不
思
議
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
あ
と
犬
の
死
体
が
確
た
る
証
拠
と
な
り
、
人
物
た
ち
は
王
然
か
ら
自
ら
の
賢
愚
・
善
悪
に
応
じ
た
裁
き
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
楊
氏
の
計
略
は
犬
の
死
体
を
人
に
見
せ
か
け
て
だ
ま
す
こ
と
で
あ
り
、
紛
れ
も
な
く
一
つ
の
虚
偽
で
あ
る
。
し
か
し
、
虚
偽
に
だ
ま
さ
れ
て
い
る
人
に
真
実
を
知
ら
せ
る
た
め
に
は
、
も
う
一
つ
の
虚
偽
が
必
要
で
あ
っ
た
。
本
劇
の
場
合
に
は
、
真
実
は
虚
偽
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
こ
で
二
作
品
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。「
救
孝
子
」
は
、『
録
鬼
簿
』
巻
上
の
「
前
輩
已
死
名
公
才
人
、
有
所
編
伝
奇
行
於
世
者
」
に
王
仲
文
（
大
都
の
人
）
の
作
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
劇
は
『
太
和
正
音
譜
』（
題
を
「
不
認
屍
」
と
す
る
）
や
『
元
曲
選
』
で
も
王
仲
文
の
作
と
記
さ
れ
て
い
る
。
孫
楷
第
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
王
仲
文
は
金
末
の
進
士
で
、
金
の
の
ち
元
に
仕
え
た
と
い
う
（
２０
）
。「
救
孝
子
」
と
類
似
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
も
つ
劇
は
南
戯
に
も
存
在
し
た
ら
し
い
。『
永
楽
大
典
』
目
録
巻
三
十
七
に
あ
る
「
何
推
官
錯
認
屍
」
や
徐
渭
『
南
詞
叙
録
』「
宋
元
旧
篇
」
の
リ
ス
ト
に
あ
る
「
何
推
官
錯
勘
屍
」
が
そ
れ
で
あ
る
（
２１
）
。
一
方
「
殺
狗
勧
夫
」
は
、『
録
鬼
簿
』
巻
下
の
「
方
今
才
人
相
知
者
、
紀
其
姓
名
行
実
並
所
編
」
に
蕭
徳
祥
（
杭
州
の
人
。
医
者
）
の
作
と
し
て
「
王
断
殺
狗
勧
夫
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
略
伝
に
は
「
又
有
南
曲
戯
文
等
」
と
記
載
さ
れ
、
続
く
作
品
名
の
中
に
は
「
小
孫

」（
永
楽
大
典
戯
文
三
種
の
一
つ
と
同
じ
題
）
や
「
包
待
制
三
勘
蝴
蝶
夢
」（
関
漢

の
作
と
同
じ
題
）
も
見
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
「
王
断
殺
狗
勧
夫
」
が
果
た
し
て
本
稿
が
論
じ
て
い
る
「
殺
狗
勧
夫
」
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
（
２２
）
。
ま
た
本
劇
の
脈
望
館
抄
本
で
は
、
冒
頭
の
題（「
断
殺
狗
勧
夫
」）
の
下
に
は
「
元
無
名
氏
」
と
記
さ
れ
、
末
尾
の
題
目
正
名
「
楊
氏
女
勧
弟
兄
和
睦
王
然
断
殺
狗
勧
夫
」
の
あ
と
に
こ
の
抄
本
を
筆
写
し
た
の
と
は
別
の
筆
跡
で
、「
録
鬼
簿
作
王
断
殺
狗
勧
夫
蕭
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徳
祥
著
（
顧
河
之
記
）」
と
注
記
が
あ
る
。『
太
和
正
音
譜
』
や
『
元
曲
選
』
も
脈
望
館
抄
本
の
冒
頭
と
同
じ
く
「
殺
狗
勧
夫
」
を
無
名
氏
の
作
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
題
材
の
作
品
と
し
て
四
大
南
戯
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
『
殺
狗
記
』
が
あ
る
が
（
２３
）
、
そ
の
古
い
形
と
も
考
え
ら
れ
る
も
の
が
、
徐
渭
『
南
詞
叙
録
』
の
「
宋
元
旧
篇
」
の
リ
ス
ト
に
「
殺
狗
勧
夫
」
と
し
て
載
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
『
永
楽
大
典
』
目
録
巻
三
十
七
に
は
「
楊
徳
賢
婦
殺
狗
勧
夫
」
が
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
「
救
孝
子
」
と
「
殺
狗
勧
夫
」
は
、
ほ
ぼ
同
じ
ス
ト
ー
リ
ー
の
作
品
が
雑
劇
・
戯
文
そ
れ
ぞ
れ
に
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
前
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
王
然
が
金
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
雑
劇
が
先
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
（
２４
）
。
本
稿
の
対
象
で
あ
る
雑
劇
に
つ
い
て
は
、
か
り
に
雑
劇
「
殺
狗
勧
夫
」
が
蕭
徳
祥
の
作
品
で
は
な
い
と
し
て
も
時
期
的
に
「
救
孝
子
」
よ
り
あ
と
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
王
然
は
『
金
史
』
や
『
帰
潜
志
』
に
記
さ
れ
た
経
歴
に
「
知
大
興
府
」
が
あ
り
、「
救
孝
子
」
で
大
興
府
の
府
尹
と
し
て
登
場
す
る
の
は
こ
の
事
実
と
一
致
す
る
。
し
か
し
「
殺
狗
勧
夫
」
で
は
注
１９
に
も
記
し
た
よ
う
に
開
封
府
の
府
尹
、
し
か
も
時
代
は
宋
代
仁
宗
治
下
に
設
定
さ
れ
て
い
る
（
２５
）
。
こ
れ
は
王
然
に
つ
い
て
の
事
実
が
忘
れ
ら
れ
、
同
じ
よ
う
に
剛
直
な
裁
判
官
と
し
て
有
名
な
包
拯
の
属
性
を
ま
と
っ
て
登
場
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
だ
け
実
像
か
ら
離
れ
な
が
ら
も
「
殺
狗
勧
夫
」
で
最
後
に
裁
き
（
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
が
）
を
下
す
の
が
王
然
で
あ
る
の
は
、「
救
孝
子
」
を
踏
ま
え
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、「
殺
狗
勧
夫
」
が
「
救
孝
子
」
の
い
く
つ
か
の
要
素
を
再
配
置
さ
せ
た
り
反
転
さ
せ
た
り
し
な
が
ら
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
先
ほ
ど
最
後
に
引
用
し
た
「
殺
狗
勧
夫
」
の
楊
氏
の
せ
り
ふ
の
中
に
「
救
孝
子
」
の
本
文
中
に
頻
出
し
た
言
葉
が
あ
る
。「
屍
親
」
で
あ
る
。
元
曲
で
こ
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
作
品
は
「
救
孝
子
」
と
「
殺
狗
勧
夫
」
の
み
で
あ
る
。「
救
孝
子
」
の
用
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
屍
親
と
は
殺
人
事
件
の
被
害
者
（
死
者
）
の
親
族
を
指
し
、
死
体
が
発
見
さ
れ
る
と
裁
判
の
手
続
き
上
、
屍
親
が
そ
れ
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を
本
人
で
あ
る
と
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。「
屍
親
が
死
体
を
そ
れ
と
認
め
て
い
な
い
の
に
犯
人
と
し
て
死
罪
に
し
て
い
い
の
か
」
と
い
う
叫
び
は
李
氏
と
楊
氏
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
殺
狗
勧
夫
」
に
も
「
不
認
尸
」（「
救
孝
子
」
の
別
称
）
と
い
う
状
況
が
出
来
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
二
作
品
の
構
造
は
細
部
を
無
視
し
て
あ
え
て
単
純
化
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
対
称
性
を
呈
し
て
い
る
。
・「
救
孝
子
」
で
は
、
賽
盧
医
が
悪
知
恵
を
は
た
ら
か
せ
て
梅
香
の
死
体
を
春
香
に
見
せ
か
け
、
そ
の
た
め
に
無
実
の
楊
謝
祖
が
訴
え
ら
れ
る
。
・「
殺
狗
勧
夫
」
で
は
、
楊
氏
が
賢
知
を
は
た
ら
か
せ
て
犬
の
死
体
を
人
に
見
せ
か
け
、
そ
の
た
め
に
無
実
の
孫
栄
・
孫
華
が
訴
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
事
件
の
真
相
も
ま
た
対
称
性
を
示
し
て
い
る
。
・「
救
孝
子
」
に
お
い
て
、
春
香
は
殺
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
（
２６
）
。
・「
殺
狗
勧
夫
」
に
お
い
て
、
殺
人
は
起
こ
っ
て
い
な
か
っ
た
（
２７
）
。
つ
ま
り
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
人
命
に
関
わ
る
事
件
は
起
こ
っ
て
い
な
い
の
で
、
そ
も
そ
も
屍
親
は
い
な
い
。
楊
謝
祖
も
孫
栄
・
孫
華
も
、
関
係
の
な
い
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
感
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
実
は
関
係
が
な
い
だ
け
で
は
な
く
事
件
は
起
こ
っ
て
も
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
件
が
起
き
た
か
の
よ
う
に
裁
判
が
行
わ
れ
た
原
因
は
、
い
ず
れ
も
死
体
を
偽
装
す
る
と
124
い
う
行
為
で
あ
り
、
当
人
（
あ
る
い
は
犬
）
の
も
の
で
は
な
い
衣
服
を
か
け
る
と
い
う
方
法
も
共
通
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
相
反
し
て
い
る
の
が
そ
の
意
図
で
あ
る
。
偽
装
が
行
わ
れ
る
の
は
一
般
的
に
は
悪
意
に
よ
る
こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
。「
救
孝
子
」
は
そ
の
一
例
で
あ
る
が
、「
殺
狗
勧
夫
」
で
は
善
意
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
真
実
を
隠
す
た
め
の
偽
装
で
は
な
く
、
真
実
を
あ
ら
わ
に
す
る
た
め
の
偽
装
。「
殺
狗
勧
夫
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
こ
の
よ
う
に
「
救
孝
子
」
を
反
転
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
２８
）
。「
救
孝
子
」
に
お
い
て
楊
家
は
円
満
な
家
族
で
あ
り
、
そ
れ
を
脅
か
し
真
実
を
偽
装
す
る
者
は
こ
の
家
族
の
外
に
あ
る
悪
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
も
し
も
善
意
か
ら
偽
装
を
行
っ
て
真
実
を
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
る
と
し
た
ら
ど
の
よ
う
な
状
況
が
考
え
ら
れ
る
か
。
そ
の
一
つ
が
、
家
族
の
内
に
不
和
が
あ
り
、
言
葉
の
力
だ
け
で
は
ど
う
し
て
も
そ
れ
を
解
消
で
き
な
い
と
い
う
「
殺
狗
勧
夫
」
の
状
況
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
兄
弟
の
関
係
は
相
反
す
る
も
の
と
な
る
。「
救
孝
子
」
の
兄
弟
は
、
本
人
た
ち
は
知
ら
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
母
親
が
ち
が
う
。
し
か
し
一
緒
に
暮
ら
し
、
得
意
分
野
は
文
武
を
異
に
す
る
も
の
の
そ
ろ
っ
て
孝
子
で
あ
り
仲
も
い
い
。「
殺
狗
勧
夫
」
で
は
同
じ
両
親
か
ら
生
ま
れ
た
兄
弟
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
兄
は
弟
を
い
じ
め
て
別
々
に
暮
ら
し
、
名
ば
か
り
の
義
兄
弟
た
ち
に
う
ま
く
利
用
さ
れ
て
い
た
。
二
作
品
の
歌
唱
者
は
李
氏
（
正
旦
）
と
孫
華
（
正
末
）
で
あ
る
。
戯
曲
の
う
た
は
一
般
に
、
現
実
に
は
言
葉
と
し
て
発
話
で
き
な
い
よ
う
な
胸
の
思
い
を
表
現
し
て
劇
中
の
緊
張
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
二
作
品
で
は
い
ず
れ
も
虚
偽
に
お
お
わ
れ
て
真
実
を
見
な
い
人
へ
の
や
り
き
れ
な
い
思
い
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
救
孝
子
」
で
は
、
訴
え
ら
れ
た
あ
と
で
楊
家
の
真
実
が
見
失
わ
れ
そ
う
に
な
る
後
半
で
、「
殺
狗
勧
夫
」
で
は
、
真
実
を
見
失
っ
て
い
る
兄
か
ら
繰
り
か
え
し
ひ
ど
い
仕
打
ち
を
さ
れ
る
前
半
で
、
自
ら
の
境
遇
を
嘆
く
痛
切
な
曲
詞
に
よ
っ
て
劇
的
緊
張
を
高
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
相
反
す
る
状
況
に
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
が
作
品
中
の
季
節
感
で
あ
る
。「
救
孝
子
」
で
は
先
の
引
用
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所
に
も
「
六
月
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
季
節
は
夏
で
あ
り
、
検
屍
を
拒
む
役
人
が
口
実
に
す
る
の
は
そ
の
暑
さ
で
あ
る
。「
殺
狗
勧
夫
」
に
は
清
明
節
の
場
面
が
あ
る
の
で
季
節
は
明
ら
か
に
春
だ
が
、
孫
華
が
大
雪
の
中
で
倒
れ
て
い
た
孫
栄
を
背
負
っ
て
家
ま
で
送
り
届
け
る
場
面
が
強
く
印
象
づ
け
る
の
は
冬
の
よ
う
な
寒
さ
で
あ
る
。
以
上
の
点
は
、
偽
装
の
意
図
の
善
悪
の
ち
が
い
と
い
う
最
大
の
対
立
点
か
ら
派
生
し
た
対
照
的
要
素
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
最
後
に
王
然
が
裁
き
を
下
す
。「
救
孝
子
」
で
は
、
王
は
最
初
と
最
後
に
登
場
し
て
、
楊
家
の
人
々
の
人
柄
を
見
抜
く
能
力
、
裁
判
の
不
備
に
気
づ
く
能
力
、
妥
当
な
判
決
を
下
す
能
力
を
発
揮
し
て
お
り
、
剛
直
な
裁
判
官
と
し
て
の
王
然
の
実
像
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
「
殺
狗
勧
夫
」
に
な
る
と
、
先
に
無
能
な
役
人
が
誤
っ
た
判
断
を
し
て
王
が
そ
れ
を
覆
す
と
い
う
場
面
も
な
く
（
２９
）
、
王
は
楊
氏
の
事
情
説
明
の
あ
と
で
は
当
然
と
も
い
え
る
判
決
を
下
す
だ
け
で
、
裁
判
官
と
し
て
の
個
性
は
き
わ
め
て
薄
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
裁
判
官
が
王
で
あ
る
の
は
、「
救
孝
子
」
を
組
み
替
え
た
結
果
と
し
て
、
同
じ
名
が
残
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
わ
り
に
―
―
あ
ら
わ
に
な
っ
た
真
実
「
救
孝
子
」
と
「
殺
狗
勧
夫
」
に
お
い
て
王
然
は
、
最
後
に
判
決
を
下
す
と
は
い
え
事
件
に
つ
い
て
推
理
し
た
り
何
ら
か
の
方
法
で
真
実
を
見
破
っ
た
り
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
ほ
と
ん
ど
何
も
し
て
い
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
だ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
の
裁
き
の
場
は
な
く
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
も
し
も
こ
の
場
が
な
い
と
す
る
な
ら
、
劇
中
に
お
い
て
事
件
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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実
は
こ
の
二
作
品
に
お
い
て
一
貫
し
て
真
実
を
見
破
っ
て
い
る
の
は
李
氏
あ
る
い
は
楊
氏
で
あ
る
。
李
氏
は
ず
っ
と
楊
謝
祖
が
殺
人
な
ど
し
て
い
な
い
と
わ
か
っ
て
い
る
し
、
楊
氏
は
孫
栄
が
二
人
の
ご
ろ
つ
き
に
巧
み
に
騙
さ
れ
利
用
さ
れ
て
い
る
と
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
観
客
／
読
者
か
ら
見
れ
ば
真
実
で
あ
っ
て
も
劇
中
に
あ
っ
て
は
二
人
の
信
念
に
す
ぎ
ず
、
ほ
か
の
人
々
を
説
得
で
き
る
だ
け
の
決
定
的
な
証
拠
が
な
い
。
そ
れ
は
有
限
な
存
在
で
あ
る
人
間
が
現
実
世
界
に
お
い
て
日
々
経
験
す
る
状
況
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
「
救
孝
子
」
に
お
い
て
は
、
た
と
え
訴
訟
の
場
が
な
く
て
も
楊
興
祖
が
春
香
を
見
つ
け
て
連
れ
帰
れ
ば
、
真
実
は
半
ば
明
ら
か
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
春
香
は
生
き
て
い
る
、
ゆ
え
に
謝
祖
は
殺
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
春
香
の
母
親
が
役
所
に
訴
え
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
王
然
の
元
に
李
氏
と
謝
祖
、
興
祖
・
春
香
・
賽
盧
医
が
顔
を
そ
ろ
え
、
残
り
の
真
実
―
―
梅
香
が
死
ん
だ
こ
と
、
賽
盧
医
が
梅
香
を
推
官
の
家
か
ら
か
ど
わ
か
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
春
香
を
脅
迫
し
て
連
れ
て
行
っ
た
こ
と
―
―
の
す
べ
て
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
殺
狗
勧
夫
」
に
お
い
て
は
、
孫
華
が
埋
め
た
の
が
人
で
は
な
く
犬
で
あ
る
こ
と
は
計
略
を
立
て
た
楊
氏
が
い
ち
ば
ん
よ
く
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
ち
ら
の
場
合
も
ま
た
、
王
然
と
い
う
第
三
者
に
よ
っ
て
そ
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
悪
知
恵
の
は
た
ら
く
柳
隆

・
胡
子
転
の
二
人
に
よ
っ
て
真
実
は
再
び
う
や
む
や
に
さ
れ
か
ね
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
楊
氏
は
意
図
的
に
「
事
件
」
を
作
り
だ
し
、
裁
き
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
滋
賀
秀
三
に
よ
れ
ば
、
帝
制
中
国
の
刑
事
裁
判
は
、「
わ
れ
わ
れ
が
裁
判
と
い
う
も
の
の
本
質
と
考
え
る
と
こ
ろ
の
、
相
争
う
主
張
に
対
し
て
公
権
的
に
下
さ
れ
る
判
定
と
い
う
性
格
」
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。「
判
定
と
は
、
真
実
そ
の
も
の
は
誰
も
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
し
か
も
真
実
を
知
る
べ
き
差
迫
っ
た
実
際
的
必
要
が
あ
る
た
め
に
、
特
定
人
の
判
断
を
以
て
真
実
に
代
置
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
勿
論
そ
の
判
断
に
は
、
真
実
へ
の
近
似
性
―
―
人
間
わ
ざ
と
し
て
考
え
う
る
最
高
度
の
近
似
性
―
―
が
保
証
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
そ
れ
を
保
証
す
る
の
が
裁
判
の
機
構
と
手
続
で
あ
り
、
裁
判
官
は
手
続
を
守
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
と
同
時
に
、
手
続
き
は
裁
判
官
を
守
る
。
判
定
は
真
実
そ
の
も
の
で
は
な
い
の
で
、
上
級
審
に
よ
っ
て
く
つ
が
え
さ
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れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
裁
判
官
が
個
人
的
に
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
が
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
の
裁
判
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
中
国
の
裁
判
官
は
右
の
よ
う
な
意
味
で
の
判
定
を
委
ね
ら
れ
た
者
で
は
な
か
っ
た
。
彼
が
任
と
し
た
の
は
、
む
し
ろ
真
実
そ
の
も
の
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
行
為
を
め
ぐ
る
真
実
は
、
行
為
者
本
人
が
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
。
そ
の
本
人
の
心
服
を
か
ち
と
っ
て
、
そ
の
口
か
ら
真
実
を
語
ら
せ
る
こ
と
、
そ
れ
が
裁
判
官
の
任
務
で
あ
っ
た
（
３０
）
」。
し
か
し
、
真
実
そ
の
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
ど
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
現
実
に
は
、
そ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
識
的
あ
る
い
は
無
意
識
的
な
虚
偽
に
お
お
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
任
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
た
裁
判
官
が
い
た
と
き
、
そ
の
人
物
に
つ
い
て
伝
説
が
語
ら
れ
始
め
る
。
そ
し
て
伝
説
は
、
語
り
物
・
戯
曲
・
小
説
と
な
っ
て
語
り
な
お
さ
れ
演
じ
な
お
さ
れ
て
増
殖
し
て
い
く
。
裁
判
劇
は
こ
う
し
て
理
想
の
裁
判
を
演
じ
る
こ
と
に
な
り
、
裁
判
官
は
人
知
を
超
え
た
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
が
論
じ
た
裁
判
劇
に
お
い
て
も
、
衣
服
が
死
体
を
お
お
い
、
虚
偽
の
言
葉
が
真
実
を
お
お
っ
て
い
た
。
だ
が
、
想
定
さ
れ
た
よ
う
な
殺
人
事
件
は
起
き
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
お
お
わ
れ
て
い
た
真
実
が
最
後
に
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
意
味
で
、
や
は
り
裁
判
劇
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
劇
中
世
界
の
外
に
あ
っ
て
劇
中
で
展
開
す
る
す
べ
て
の
場
面
に
立
ち
会
い
、
す
べ
て
を
見
通
し
て
い
る
の
が
観
客
／
読
者
で
あ
る
。
裁
判
劇
が
観
客
／
読
者
に
も
た
ら
す
も
の
―
―
そ
れ
は
、
劇
中
の
裁
判
官
以
上
に
、
す
べ
て
の
真
実
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
非
日
常
的
体
験
、
現
実
に
は
不
可
能
な
全
知
の
体
験
で
あ
っ
た
。
真
実
が
あ
ら
わ
に
な
り
、
世
界
の
均
衡
が
回
復
さ
れ
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
観
客
は
、
そ
の
体
験
を
経
て
自
ら
の
限
り
あ
る
現
実
へ
と
帰
っ
て
い
く
。
そ
の
と
き
現
実
は
、
少
し
ち
が
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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）
公
案
劇
と
し
て
は
包
公
戯
（
包
拯
が
裁
き
を
下
す
劇
）
が
有
名
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
六
案
都
孔
目
の
張
鼎
が
事
件
を
解
決
す
る
作
品
も
二
つ
あ
り
、
廣
瀬
玲
子
「
変
奏
さ
れ
る
ド
ラ
マ
―
―
元
雑
劇
「
魔
合
羅
」「
勘
頭
巾
」
試
論
―
―
」（
専
修
人
文
論
集
８３
、
二
〇
〇
八
）
で
は
、
二
つ
の
劇
の
構
造
の
類
似
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿
は
王
然
が
事
件
を
解
決
す
る
二
つ
の
作
品
を
論
ず
る
と
い
う
点
で
、
こ
の
前
稿
の
続
篇
と
も
い
え
る
。
（
２
）
吉
川
幸
次
郎
「
元
雑
劇
研
究
」（『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
十
四
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
）、
二
〇
四
―
二
〇
五
頁
。『
帰
潜
志
』
の
該
当
箇
所
（
巻
八
）
の
原
文
は
「
其
為
吏
之
名
、
至
今
人
云
過
宋
包
拯
遠
甚
」（
劉
祁
『
帰
潜
志
』、
中
華
書
局
、
一
九
八
三
、
八
二
頁
）。
（
３
）
現
存
す
る
本
劇
の
テ
キ
ス
ト
は
元
曲
選
本
の
み
で
あ
る
。
以
下
の
引
用
は
王
季
思
主
編
『
全
元
戯
曲
』
第
三
巻
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
九
）
に
よ
る
。
各
人
物
が
最
初
に
登
場
す
る
箇
所
に
の
み
人
物
名
（
固
有
名
と
は
限
ら
な
い
）
に
傍
線
を
付
す
。
（
４
）
王
婆
婆
は
登
場
し
て
こ
の
状
況
を
述
べ
て
す
ぐ
退
場
す
る
。
そ
の
あ
と
に
楊
家
が
春
香
を
里
帰
り
さ
せ
る
場
面
が
あ
る
が
、
王
婆
婆
が
楊
家
に
や
っ
て
く
る
場
面
は
次
の
第
二
折
で
、
春
香
が
出
立
し
て
半
月
後
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
楔
子
の
王
婆
婆
は
半
月
後
の
状
況
を
先
取
り
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
元
雑
劇
で
は
場
面
は
時
系
列
に
従
っ
て
展
開
す
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
り
、
た
と
え
ば
急
に
時
間
が
経
っ
て
一
年
後
に
話
が
飛
ぶ
と
い
う
こ
と
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
時
間
が
前
後
す
る
こ
と
は
珍
し
い
。
結
果
的
に
は
、
楔
子
と
第
二
折
で
ほ
ぼ
同
じ
せ
り
ふ
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
で
、
何
が
起
こ
っ
た
の
か
知
ら
な
い
王
婆
婆
が
や
き
も
き
し
な
が
ら
娘
の
帰
り
を
待
っ
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
楊
家
は
西
軍
荘
、
王
家
は
東
軍
荘
に
あ
り
、
村
の
名
前
か
ら
し
て
隣
村
で
あ
ろ
う
。
（
５
）「
賽
盧
医
」
と
は
春
秋
時
代
の
名
医
扁
鵲
（
盧
の
国
に
住
ん
で
い
た
の
で
盧
医
と
称
す
）
に
も
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
名
医
と
い
う
意
味
だ
が
、
元
雑
劇
の
登
場
人
物
と
し
て
は
つ
ね
に
や
ぶ
医
者
で
悪
役
で
あ
る
。
（
６
）「
推
官
」
は
官
名
。
元
・
明
で
は
各
府
に
一
名
置
か
れ
、
訴
訟
を
担
当
し
た
。
（
７
）
こ
こ
で
「
冤
屈
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
違
和
感
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、「
冤
」
と
い
う
言
葉
は
冤
罪
だ
け
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
真
情
を
認
め
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
す
べ
て
冤
で
あ
る
（
滋
賀
秀
三
『
清
代
中
国
の
法
と
裁
判
』、
創
文
社
、
一
九
八
四
、
五
〇
頁
注
１２４
）。
（
８
）
推
官
は
無
能
な
役
人
と
い
う
道
化
役
で
あ
り
、
登
場
詩
も
「
小
官
姓
鞏
、
諸
般
不
。
雖
然
做
官
、
吸
利
打
哄
」（
わ
し
の
姓
は
鞏
、
何
も
わ
か
ら
ん
。
役
人
を
や
っ
て
は
い
る
が
、
い
い
加
減
に
ご
ま
か
し
て
い
る
だ
け
）
で
あ
る
。
こ
の
場
面
で
も
王
婆
婆
や
李
氏
へ
の
応
対
は
令
史
に
任
せ
て
何
も
し
な
い
。
元
雑
劇
で
は
最
後
に
有
能
な
役
人
が
登
場
し
て
判
決
を
下
す
前
に
、
無
能
な
役
人
、
あ
る
い
は
拷
問
で
無
理
や
り
自
白
さ
せ
た
り
賄
賂
を
も
ら
っ
て
手
加
減
し
た
り
す
る
悪
い
役
人
が
登
場
す
る
の
が
常
で
あ
る
。
（
９
）
火
葬
が
政
府
の
禁
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
際
に
は
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
市
定
「
中
国
火
葬
考
」（『
中
国
文
明
論
集
』
岩
波
文
庫
、
一
九
九
五
）
に
詳
し
い
。
（
１０
）
こ
の
箇
所
で
令
史
が
検
屍
の
時
期
を
限
定
し
て
い
る
の
は
で
た
ら
め
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
時
期
に
よ
っ
て
検
屍
を
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
時
期
を
ね
ら
っ
て
殺
人
を
犯
す
者
が
出
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
元
典
章
』
巻
四
三
に
よ
れ
ば
、
温
暖
な
時
季
に
は
屍
親
が
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い
な
い
死
体
の
状
況
を
図
に
描
い
た
う
え
で
埋
葬
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
検
屍
に
つ
い
て
の
宋
代
の
書
物
で
あ
る
『
洗
冤
集
録
』
に
は
、
時
間
の
経
過
に
よ
る
遺
体
の
変
化
が
季
節
ご
と
に
記
さ
れ
て
い
る
（
宋
慈
著
、
高
随
捷
・
祝
林
森
訳
注
『
洗
冤
集
録
訳
注
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
、
五
三
頁
）。
本
劇
で
検
屍
の
し
か
た
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
箇
所
の
内
容
も
『
洗
冤
集
録
』
の
「
洗
罨
」
の
項
と
一
致
し
て
い
る
。
（
１１
）
謝
祖
が
自
白
す
る
場
面
は
な
い
の
だ
が
、
気
を
失
う
よ
う
な
拷
問
を
し
て
い
る
の
で
、
無
意
識
の
う
ち
に
発
し
た
声
を
自
白
と
見
做
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
（
１２
）
張
千
は
下
役
と
し
て
役
所
の
場
面
に
多
く
登
場
す
る
。
李
万
が
登
場
す
る
元
雑
劇
に
は
『
蝴
蝶
夢
』『
後
庭
花
』『
延
安
府
』『
碧
桃
花
』
な
ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
張
千
以
下
の
ほ
ん
の
端
役
で
あ
り
、
性
格
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
は
な
い
。
（
１３
）
本
劇
の
現
存
テ
キ
ス
ト
に
は
脈
望
館
抄
本
（
孫
楷
第
に
よ
れ
ば
不
知
来
歴
抄
本
の
一
種
）・
元
曲
選
本
が
あ
る
。
王
季
思
主
編
『
全
元
戯
曲
』
第
五
巻
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
九
）
一
五
二
頁
の
「
劇
目
説
明
」
は
、
こ
の
二
種
は
話
の
筋
に
は
大
き
な
違
い
は
な
く
、
部
分
的
に
文
字
の
異
同
が
あ
る
の
み
と
す
る
。
話
の
筋
に
つ
い
て
は
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
文
字
の
異
同
は
随
所
に
見
ら
れ
、『
全
元
戯
曲
』
の
校
記
は
そ
の
ご
く
一
部
し
か
指
摘
し
て
い
な
い
。「
救
孝
子
」
の
現
存
テ
キ
ス
ト
が
元
曲
選
本
の
み
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
「
殺
狗
勧
夫
」
に
つ
い
て
も
元
曲
選
本
を
底
本
と
す
る
『
全
元
戯
曲
』
に
拠
る
こ
と
と
し
、
脈
望
館
抄
本
と
の
主
要
な
ち
が
い
は
注
記
す
る
。
あ
ら
す
じ
を
記
す
に
あ
た
っ
て
は
、
各
人
物
が
最
初
に
登
場
す
る
箇
所
に
の
み
人
物
名
に
傍
線
を
付
す
。
な
お
、
日
本
語
訳
は
、
池
田
大
伍
訳
・
田
中
謙
二
補
注
『
元
曲
五
種
』（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
七
五
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
（
１４
）
こ
の
二
人
が
い
く
つ
か
の
劇
に
登
場
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
岩
城
秀
夫
は
院
本
の
挿
演
と
関
連
づ
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
『
殺
狗
勧
夫
』『
東
堂
老
』『
冤
家
債
主
』
な
ど
で
、
長
者
や
放
蕩
息
子
に
た
か
る
与
太
者
に
、
柳
隆

と
胡
子
転
と
い
う
の
が
い
る
が
、
同
名
の
人
物
が
い
く
つ
か
の
雑
劇
に
登
場
し
、
似
た
よ
う
な
事
を
演
じ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
基
づ
く
院
本
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
適
宜
挿
演
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
（『
中
国
古
典
劇
の
研
究
』、
創
文
社
、
一
九
八
六
、
第
一
部
第
三
章
「
道
化
役
の
扮
装
」、
一
一
七
頁
）。
（
１５
）
抄
本
で
は
、
こ
の
あ
と
に
「
楔
子
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
ま
で
は
楔
子
の
さ
ら
に
前
置
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
二
人
は
水
で
薄
め
た
酒
の
瓶
を
わ
ざ
と
倒
し
て
ご
ま
か
そ
う
と
企
む
が
、
元
曲
選
本
で
は
実
際
に
倒
す
場
面
が
あ
り
、
抄
本
に
は
そ
の
場
面
は
な
い
。
（
１６
）
抄
本
で
は
こ
こ
ま
で
が
第
一
折
で
あ
る
。
（
１７
）
原
文
は
元
曲
選
本
で
は
「
穿
上
人
衣
帽
」、
抄
本
は
「
穿
上
人
衣
服
」
に
作
る
。
（
１８
）
抄
本
で
は
こ
こ
ま
で
が
第
二
折
で
あ
る
。
（
１９
）
王
然
は
登
場
す
る
と
、
開
封
府
の
府
尹
で
あ
る
と
自
己
紹
介
す
る
と
と
も
に
、「
方
今
大
宋
仁
宗
即
位
、
小
官
西
延
辺
纔
賞
軍
回
来
（
今
は
大
宋
の
仁
宗
が
位
に
あ
り
、
わ
し
は
西
方
の
辺
境
で
軍
を
ね
ぎ
ら
っ
て
帰
っ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
）」
と
述
べ
る
。
王
然
が
金
代
に
実
在
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
す
で
に
忘
れ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（
２０
）
孫
楷
第
『
元
曲
家
考
略
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
）、
六
六
頁
。
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２１
）
銭
南
揚
『
宋
元
戯
文
輯
佚
』（
上
海
古
典
文
学
出
版
社
、
一
九
五
六
）、
五
八
―
五
九
頁
。
新
版
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
）
で
は
六
七
―
六
八
頁
。
銭
南
揚
が
曲
譜
に
わ
ず
か
に
残
る
曲
を
も
と
に
推
測
し
て
い
る
「
何
推
官
」
の
あ
ら
す
じ
は
、
確
か
に
雑
劇
「
救
孝
子
」
に
似
て
い
る
。
（
２２
）
厳
敦
易
『
元
劇
斟
疑
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
）
は
、
蕭
徳
祥
の
作
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
題
目
が
す
べ
て
南
戯
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
る
（
上
冊
「
四
十
蝴
蝶
夢
」、
三
四
一
―
三
四
五
頁
）。
（
２３
）『
殺
狗
記
』
で
は
兄
と
弟
の
名
前
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
（
２４
）

紹
基
主
編
『
元
代
文
学
史
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
）、
四
三
一
頁
。
（
２５
）「
救
孝
子
」
の
最
後
の
場
面
は
開
封
府
で
あ
る
が
、
王
然
は
あ
く
ま
で
も
大
興
府
尹
で
あ
り
、
審
囚
刷
巻
の
た
め
に
や
っ
て
き
た
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
ま
た
、
君
主
の
呼
称
は
「
郎
主
」（
遼
・
金
な
ど
北
方
異
民
族
の
君
主
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、
厳
敦
易
前
掲
書
（
注
２２
）
に
よ
れ
ば
、
反
映
さ
れ
て
い
る
制
度
は
金
代
で
は
な
く
元
代
の
も
の
で
あ
る
（
下
冊
「
八
十
六
不
認
屍
」、
七
五
三
―
七
五
八
頁
）。
（
２６
）
梅
香
の
死
因
は
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
の
（
産
褥
死
で
あ
ろ
う
）
殺
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
（
２７
）
実
際
に
殺
さ
れ
た
の
は
犬
で
あ
っ
た
。
（
２８
）
そ
の
前
提
と
し
て
、「
錯
認
屍
（
死
体
を
見
誤
る
）」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
の
が
、
先
ほ
ど
言
及
し
た
南
戯
の
「
何
推
官
錯
認
屍
」
や
清
平
山
堂
話
本
『
雨
窗
集
』「
錯
認
屍
」
で
あ
る
。
（
２９
）
裁
判
劇
に
は
し
ば
し
ば
無
能
な
役
人
に
よ
る
滑
稽
な
や
り
と
り
の
場
面
が
あ
り
、
そ
れ
が
金
の
院
本
を
継
承
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
田
中
謙
二
「
院
本
考
―
―
そ
の
演
劇
理
念
の
志
向
す
る
も
の
―
―
」（
日
本
中
国
学
会
報
２０
、
一
九
六
八
）﹇『
田
中
謙
二
著
作
集
』
第
一
巻
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
）
所
収
﹈
が
論
じ
て
い
る
が
、「
殺
狗
勧
夫
」
で
は
、
役
人
の
代
わ
り
に
ご
ろ
つ
き
柳
隆

・
胡
子
転
の
二
人
が
悪
知
恵
を
は
た
ら
か
せ
る
場
面
が
挿
演
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
注
１４
参
照
）。
（
３０
）
以
上
、
滋
賀
秀
三
の
引
用
は
『
清
代
中
国
の
法
と
裁
判
』（
創
文
社
、
一
九
八
四
）、
七
〇
―
七
一
頁
。
傍
点
は
原
著
者
に
よ
る
。
